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群馬大学入学者選抜日程の概要

一　般　選　抜

大学入学共通テスト
2023年１／14（土）・15（日）

2023年
１／23（月）～2／３（金）

2022年
11／1（火）～11／7（月）

追加合格・追加合格者の入学手続
3／28（火）から

共同教育学部
情 報 学 部
医学部（保健学科）
理 工 学 部
▶2／25（土）

共同教育学部
情 報 学 部
医学部（保健学科）
理 工 学 部
▶3／12（日）

共同教育学部
▶11／19（土）

理工学部
▶11／17（木）

3／8（水）

3／15（水）まで

3／20（月） 12／6（火）

3／26（日）まで 12／14（水）まで

入学式　2023年4／5（水）

本学では、これらの入学者選抜のほか、編入学試験を実施します。
新型コロナウイルス感染症の罹患等により、前期及び後期日程が受験出来なかった場合は、３月22日（水）に追試験を行います。
詳細については、ホームページ若しくは裏表紙「入学試験に関する問合せ先」の各学部入試担当係へ問合せてください。

医学部（医学科）
▶2／25（土）・2／26（日）

前 期 日 程  後 期 日 程

出願期間

入学手続

合格者発表

学力試験等

学校推薦型選抜Ⅰ
（共通テストを課さない）
共同教育学部、情報学部、
医学部保健学科、理工学部

帰 国 生 選 抜
共同教育学部、情報学部、
医学部保健学科、理工学部

社 会 人 選 抜
（情報学部、医学部保健学科）

特　別　選　抜

医学部（医学科）
▶2／25（土）
　2／26（日）

理工学部
▶2／26（日）

情報学部
▶11／19（土）

医学部（保健学科）
▶11／18（金）・11／19（土）

2022年
11／1（火）～11／7（月）

医学部（医学科）
▶11/19（土）・11/20（日）

2／１４（火）

2／２０（月）まで

学校推薦型選抜Ⅱ
（共通テストを課す）
（医学部医学科）

大学入学共通テスト
2023年

▶1/14（土）・1/15（日）

2023年
1／23（月）～2／３（金）

3／8（水）

3／15（水）まで

帰国生選抜
（医学部医学科）

医学部
（医学科）
▶2／25（土）
　2／26（日）

2022年
9／1（木）～9／6（火）

11／1（火）

11／8（火）まで

総合型選抜
（理工学部）

第1次選抜
（書類選考）
合格者発表
9／27（火）

第２次選抜
（面接等）
▶10／6（木）

2023年
1／23（月）～2／３（金）

3／8（水）

3／15（水）まで

私費外国人
留学生選抜

共同教育学部
情 報 学 部
医学部（保健学科）
▶2／25（土）

（ ）

（ ）



インターネット出願について

　群馬大学では、志願者の利便性向上及び入試業務の効率化を図るため、紙の募集要
項ではなく、インターネット出願を導入しております。
　インターネット出願の導入により、学生募集要項の取り寄せが不要となり、出願期
間中は２４時間いつでも出願登録ができます。
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　群馬大学ホームページ：https://www.gunma-u.ac.jp/
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込まれないよう十分注意してください。そのような事故が生じても、群馬大
学は一切責任を負いません。

　　※　LINEとTwitterから大学情報をお知らせしています。

https://page.line.me/gunma_univ_pr https://twitter.com/gunma_uni_ad

https://www.gunma-u.ac.jp/admission

群馬大学公式HP
入試情報



群馬大学の入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）
＜入学者に求める能力・資質＞
　群馬大学の理念、教育の目標に賛同し、本学の教職員と共に学術研究の成果を地域に還
元し、豊かな地域社会・国際社会の創造に貢献していく意欲にあふれ、以下の能力・意欲
を持つ人を求めています。
１　高等学校の教育課程についての総合的な理解と大学教育を受けるにふさわしい基礎学
力がある。

２　専門分野を学ぶ上で必要な基礎知識と強い探究心、コミュニケーション能力を持って
いる。

３　主体的に学ぶ姿勢と、論理的で柔軟な思考能力を持っている。
４　知的好奇心が旺盛で、新しい課題に積極的に取り組む意欲がある。
５　高い志と豊かな発想力を持ち、未来を切り開く夢と情熱を持っている。
６　地域社会や国際社会に貢献する意欲とリーダーシップを持っている。

＜入学者選抜の方針・方法＞
　群馬大学は、本学で学びたい学生に対し、その多元的な能力を評価し選抜するために、
多様な受験機会・入学試験を提供します。また、本学の国際化推進基本計画に基づいて、
海外からの留学生を積極的に受け入れる方針の下、受験機会を提供します。
　本学の教育の目標、求める能力・資質に合致する学生を選抜するために、一般選抜（前期・
後期）の他に、特別選抜として総合型選抜、学校推薦型選抜、帰国生選抜、社会人選抜、
私費外国人留学生選抜、３年次編入学試験等の入学試験を実施します。本学の入学試験で
は、それぞれの学部・学科・課程の専門・特性に合わせて、大学入学共通テスト、個別学
力検査、実技等試験、調査書、活動歴、面接、小論文等を組み合わせて、総合的に合否を
判定します。

必ずお読みください
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各学部の入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）

共同教育学部
　本学部は、次のような人の入学を歓迎します。
１	　教職を目指す明確な意志と情熱を有し、子どもの成長に関わることに喜びを感じられ
る人
２	　｢学ぶ｣｢教える｣｢育てる｣｢発達する｣という行為・現象について関心があり、これらの
ことについて学修意欲のある人
３　ものごとを複数の視点から考察し、自ら判断することができる人
４	　自己の考えを的確に表現し他者に伝えることができ、他者が表現する考えを受けとる
ことができる人
５	　様々な活動に主体的に取り組むことができるとともに、他者と協働することができる
人
６	　高等学校における履修内容を理解し、教職を目指すために必要な基礎学力を身に付け
ている人

＜入学前に学習することが期待される内容＞
　高等学校における必修科目を理解していること（また、後に記載の各専攻における＜入
学前に学習することが期待される内容＞を参照すること）

＜入学者選抜の基本方針＞
　共同教育学部では上記素養を持つ学生を選抜するために、共通して行う入学者選抜方法
では、次のような入学試験を実施します。（専攻個別の素養に関わる選抜方法については、
後に記載の各専攻における＜入学者選抜の基本方針＞を参照すること）
　○一般選抜　前期日程
　	（実施専攻：国語専攻、社会専攻、英語専攻、数学専攻、理科専攻、技術専攻、音楽専攻、
美術専攻、家政専攻、保健体育専攻、教育専攻、教育心理専攻、特別支援教育専攻）
　	　１〜４に対しては小論文を課します。１〜５に対しては面接を課します。６に対して
は大学入学共通テストを課します。
　○一般選抜　後期日程
　	（実施専攻：国語専攻、社会専攻、英語専攻、数学専攻、理科専攻、技術専攻、美術専攻、
家政専攻、保健体育専攻、特別支援教育専攻）
　　１〜５に対しては面接を課します。６に対しては大学入学共通テストを課します。
　○学校推薦型選抜
　	（実施専攻：国語専攻、社会専攻、数学専攻、理科専攻、技術専攻、音楽専攻、美術専攻、
保健体育専攻、教育専攻、教育心理専攻、特別支援教育専攻）
　	　１〜６に対しては面接を課します。また調査書等出願書類を参考資料として総合的に
判定します。
　○私費外国人留学生選抜
　	（実施専攻：国語専攻、社会専攻、英語専攻、数学専攻、理科専攻、技術専攻、音楽専攻、

必ずお読みください
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美術専攻、家政専攻、保健体育専攻、教育専攻、教育心理専攻、特別支援教育専攻）
　	　日本語での大学教育を受けられる日本語能力を身につけているかどうかを判断するた
めに日本留学試験を課します。１〜４に対しては小論文を課します。１〜５に対しては
面接を課します。また、成績証明書等を６の参考資料とします。
　○帰国生選抜
　（実施専攻：社会専攻、数学専攻、理科専攻、美術専攻、特別支援教育専攻）
　	　１〜６に対しては面接を課します。また、出願書類（成績証明書・調査書、身上記録
書等）を加え、総合して判定します。

全専攻共通
＜人材育成の目標＞
　優れた人間性と豊かな教養を有し、各教科についての深い認識と実践的な指導力を身に
付けた、地域の教育界の発展に貢献できる教員の養成を目指します。

〔国語専攻〕
＜入学者に求める能力・資質＞
１	　高等学校の教育課程、特に人文科学分野について、大学教育を受けるにふさわしい総
合的理解がある人
２　主体的かつ協働的に学ぶ姿勢と、論理的で柔軟な思考能力を持っている人
３　国語教育に対して強い探究心を持っている人
４　知的好奇心が旺盛で、新しい課題に積極的に取り組む意欲がある人

＜入学前に学習することが期待される内容＞
　古文・漢文を含む国語全般についての科目を履修していること。

＜入学者選抜の基本方針＞
　本専攻では、上記の素養を持つ学生を選抜するために、次のような入学試験を実施しま
す。
　○一般選抜　前期日程
　　１に対しては大学入学共通テストを課します。１〜４に対しては面接を課します。
　○一般選抜　後期日程
　　１に対しては大学入学共通テストを課します。１〜４に対しては面接を課します。
　○学校推薦型選抜
　	　１〜３に対しては小論文を、１〜４に対しては面接を課します。また、出願書類（調
査書、推薦書、志願理由書）を加え、総合して判定します。
　○私費外国人留学生選抜
　　１〜４に対しては面接を課します。１に対しては成績証明書等を参考資料とします。
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＜入学者選抜方法における重点評価項目＞
　該当する学力の３要素に「○」を付けています。なお、○の記号は、配点を示したもの
ではありません。

入試区分 入学者選抜方法

該当する
「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

一般選抜　前期日程

大学入学共通テスト ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書 面接時の参考資料として利用

一般選抜　後期日程
大学入学共通テスト ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書 面接時の参考資料として利用

学校推薦型選抜

小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書・推薦書・
志願理由書 面接時の参考資料として利用

私費外国人留学生選抜

日本留学試験 ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
成績証明書 ○ ○

〔社会専攻〕
＜入学者に求める能力・資質＞
１	　高等学校の教育課程、特に地理歴史科及び公民科の諸科目について、大学教育を受け
るにふさわしい総合的理解がある人
２　人間社会の諸問題に幅広い探究心を持っている人
３　自らのことばで表現・発信しながらさまざまな立場の人々と積極的に議論できる人

＜入学前に学習することが期待される内容＞
・	高等学校で｢世界史Ｂ｣、｢日本史Ｂ｣、｢地理Ｂ｣のうち２科目以上を履修していることが
望ましい。
・	高等学校で｢現代社会｣、｢倫理｣、｢政治・経済｣のうち２科目以上を履修していることが
望ましい。

＜入学者選抜の基本方針＞
　本専攻では、上記の素養を持つ学生を選抜するために、次のような入学試験を実施しま
す。
　○一般選抜　前期日程
　　１に対しては大学入学共通テストを課します。１〜３に対しては面接を課します。
　○一般選抜　後期日程
　　１に対しては大学入学共通テストを課します。１〜３に対しては面接を課します。
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　○学校推薦型選抜
　	　１及び２に対しては小論文を課します。１〜３に対しては面接を課します。また、出
願書類（調査書、推薦書、志願理由書）を加え、総合して判定します。
　○私費外国人留学生選抜
　　１〜３に対しては面接を課し、１に対しては成績証明書等を参考資料とします。
　○帰国生選抜
　	　１及び２に対しては小論文を課します。１〜３に対しては面接を課します。また、出
願書類（成績証明書・調査書、身上記録書等）を加え、総合して判定します。

＜入学者選抜方法における重点評価項目＞
　該当する学力の３要素に「○」を付けています。なお、○の記号は、配点を示したもの
ではありません。

入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

一般選抜　前期日程

大学入学共通テスト ○ ○ 　
小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書 面接時の参考資料として利用

一般選抜　後期日程
大学入学共通テスト ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書 面接時の参考資料として利用

学校推薦型選抜

小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書・推薦書・
志願理由書 面接時の参考資料として利用

私費外国人留学生選抜

日本留学試験 ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
成績証明書 ○ ○

帰国生選抜

小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
成績証明書・調査書・
身上記録書 面接時の参考資料として利用

〔英語専攻〕
＜入学者に求める能力・資質＞
１	　高等学校の教育課程について、大学教育を受けるにふさわしい総合的理解があり、特
に英語の「読む」、「書く」、「聞く」、「話す」の４技能をバランスよく身に付けている人
２	　論理的で柔軟な思考能力を持ち、直面する課題を正しく理解し、自ら判断し、自分の
考えを表現する能力を持っている人
３	　知的好奇心が旺盛で、探究心が強く、主体的に学び、新しい課題に積極的に取り組む
意欲がある人
４　様々な課題に対して、多様な人々と協働して取り組む姿勢がある人
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＜入学前に学習することが期待される内容＞
・	入学試験で選択した科目について基礎的知識と総合的理解力を有していることが望ましい。
・英検２級以上の力を付けておくことが望ましい。

＜入学者選抜の基本方針＞
　本専攻では、上記の素養を持つ学生を選抜するために、次のような入学試験を実施します。
　○一般選抜　前期日程
　	　１に対しては大学入学共通テストを課します。また、英語の「聞く」、「話す」能力及
び２〜４に対しては面接を課します。
　○一般選抜　後期日程
　	　１に対しては大学入学共通テストを課します。また、英語の「聞く」、「話す」能力及
び２〜４に対しては面接を課します。
　○私費外国人留学生選抜
　	　英語の「聞く」、「話す」能力及び２〜４に対しては面接を課します。また、１に対し
ては成績証明書等を参考資料とします。

＜入学者選抜方法における重点評価項目＞
　該当する学力の３要素に「○」を付けています。なお、○の記号は、配点を示したもの
ではありません。

入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

一般選抜　前期日程

大学入学共通テスト ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書 面接時の参考資料として利用

一般選抜　後期日程
大学入学共通テスト ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書 面接時の参考資料として利用

私費外国人留学生選抜

日本留学試験 ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
成績証明書 ○ ○

〔数学専攻〕
＜入学者に求める能力・資質＞
１　高等学校の教育課程、特に自然科学分野について総合的理解のある人
２　論理的で柔軟な思考能力を持っている人
３　主体的に学ぶ姿勢を持ち、新しい課題に積極的に取り組む意欲のある人

＜入学前に学習することが期待される内容＞
　数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ａ・Ｂを履修していること。
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＜入学者選抜の基本方針＞
　本専攻では、上記の素養を持つ学生を選抜するために、次のような入学試験を実施します。
　○一般選抜　前期日程
　　１に対しては大学入学共通テストを課します。１〜３に対しては面接を課します。
　○一般選抜　後期日程
　　１に対しては大学入学共通テストを課します。１〜３に対しては面接を課します。
　○学校推薦型選抜
　	　１及び２に対しては小論文を課します。１〜３に対しては面接を課します。また、出
願書類（調査書、推薦書、志願理由書等）を加え、総合して判定します。
　○私費外国人留学生選抜
　１〜３に対しては面接を課し、１に対しては成績証明書等を参考資料とします。
　○帰国生選抜
　	　１及び２に対しては小論文を課します。１〜３に対しては面接を課します。また、出
願書類（成績証明書・調査書、身上記録書等）を加え、総合して判定します。

＜入学者選抜方法における重点評価項目＞
　該当する学力の３要素に「○」を付けています。なお、○の記号は、配点を示したもの
ではありません。

入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

一般選抜　前期日程

大学入学共通テスト ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書 面接時の参考資料として利用

一般選抜　後期日程
大学入学共通テスト ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書 面接時の参考資料として利用

学校推薦型選抜

小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書・推薦書・
志願理由書 面接時の参考資料として利用

私費外国人留学生選抜

日本留学試験 ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
成績証明書 ○ ○

帰国生選抜

小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
成績証明書・調査書・
身上記録書 面接時の参考資料として利用

〔理科専攻〕
＜入学者に求める能力・資質＞
１	　高等学校の教育課程（特に理科）について、大学教育を受けるにふさわしい総合的理
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解がある人
２　自然科学と理科教育に対して強い興味・関心を持っている人
３　理科の知識に基づいた思考・判断ができ、それを論理的に表現できる人
４　周囲の人々と協働しながら、実験・観察に主体的に取り組むことができる人

＜入学前に学習することが期待される内容＞
　物理、化学、生物、地学のうち２科目及び数学Ⅲを履修していることが望ましい。

＜入学者選抜の基本方針＞
　本専攻では、上記の素養を持つ学生を選抜するために、次のような入学試験を実施します。
　○一般選抜　前期日程
　　１に対しては大学入学共通テストを課します。１〜４に対しては面接を課します。
　○一般選抜　後期日程
　　１に対しては大学入学共通テストを課します。１〜４に対しては面接を課します。
　○学校推薦型選抜
　	　１〜３に対しては小論文を、１〜４に対しては面接を課します。また、出願書類（調
査書、推薦書、志願理由書）を加え、総合して判定します。
　○私費外国人留学生選抜
　　１〜４に対しては面接を課し、１に対しては成績証明書等を参考資料とします。
　○帰国生選抜
　	　１〜３に対しては小論文を課します。１〜４に対しては面接を課します。また、出願
書類（成績証明書・調査書、身上記録書等）を加え、総合して判定します。

＜入学者選抜方法における重点評価項目＞
　該当する学力の３要素に「○」を付けています。なお、○の記号は、配点を示したもの
ではありません。

入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

一般選抜　前期日程

大学入学共通テスト ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書 面接時の参考資料として利用

一般選抜　後期日程
大学入学共通テスト ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書 面接時の参考資料として利用

学校推薦型選抜

小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書・推薦書・
志願理由書 面接時の参考資料として利用

私費外国人留学生選抜

日本留学試験 ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
成績証明書 ○ ○
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入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

帰国生選抜

小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
成績証明書・調査書・
身上記録書 面接時の参考資料として利用

〔技術専攻〕
＜入学者に求める能力・資質＞
１	　小学校・中学校又は高等学校の教員となる強い意志を有し、在学中から児童・生徒の
模範として行動できる人
２　論理的で柔軟な思考力を持っている人
３　科学技術やものづくりに対して強い興味・関心のある人
４　様々な学問分野について自ら積極的に学ぶ姿勢を持っている人

＜入学前に学習することが期待される内容＞
　数学では、数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ａ・Ｂ（あるいは同等の科目）、理科では、物理（物理基
礎を含む）を履修していることが望ましい。

＜入学者選抜の基本方針＞
　本専攻では、上記の素養を持つ学生を選抜するために、次のような入学試験を実施しま
す。
　○一般選抜　前期日程
　　１〜４に対しては面接を課します。
　○一般選抜　後期日程
　　１〜４に対しては面接を課します。
　○学校推薦型選抜
　	　１〜３に対しては小論文を、１〜４に対しては面接を課します。また、出願書類のう
ち志願理由書は１〜４の判断資料とします。さらに推薦書と調査書を加え総合して判定
します。
　○私費外国人留学生選抜
　　１〜４に対しては面接を課し、成績証明書等を参考資料とします。

＜入学者選抜方法における重点評価項目＞
　該当する学力の３要素に「○」を付けています。なお、○の記号は、配点を示したもの
ではありません。
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入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

一般選抜　前期日程

大学入学共通テスト ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書 面接時の参考資料として利用

一般選抜　後期日程
大学入学共通テスト ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書 面接時の参考資料として利用

学校推薦型選抜

小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
志願理由書 ○ ○ ○
調査書・推薦書 面接時の参考資料として利用

私費外国人留学生選抜

日本留学試験 ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
成績証明書 ○ ○

〔音楽専攻〕
＜入学者に求める能力・資質＞
１	　高等学校の教育課程、特に「芸術」の「音楽」分野において、大学教育を受けるにふ
さわしい総合的理解があり、声楽・器楽等の十分な知識や技能を有している人
２　音楽理論をよく理解し、音楽についての深い思考力、判断力、表現力を持っている人
３　主体的に、そして多様な人々と協働して学ぶことができ、実践することができる人

＜入学前に学習することが期待される内容＞
　音楽Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（あるいは同等の科目）のうち２つ以上及び英語を履修していることが
望ましい。

＜入学者選抜の基本方針＞
　本専攻では、上記の素養を持つ学生を選抜するために、次のような入学試験を実施します。
　○一般選抜　前期日程
　　１及び２に対しては実技を、１〜３に対しては面接を課します。
　○学校推薦型選抜
　	　１及び２に対しては実技を、１〜３に対しては面接を課します。また、出願書類（調
査書、推薦書、志願理由書）を加え、総合して判定します。
　○私費外国人留学生選抜
　	　１及び２に対しては実技を課します。また、１〜３に対しては面接を課し、成績証明
書等を参考資料とします。

＜入学者選抜方法における重点評価項目＞
　該当する学力の３要素に「○」を付けています。なお、○の記号は、配点を示したもの
ではありません。
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入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

一般選抜　前期日程

大学入学共通テスト ○ ○
小論文 ○ ○
実技 ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書 面接時の参考資料として利用

学校推薦型選抜

実技 ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書・推薦書・
志願理由書 面接時の参考資料として利用

私費外国人留学生選抜

日本留学試験 ○ ○
小論文 ○ ○
実技 ○ ○
面接 ○ ○ ○
成績証明書 ○ ○

〔美術専攻〕
＜入学者に求める能力・資質＞
１	　高等学校の教育課程、特に芸術を含む人文・社会科学分野等において、大学教育を受
けるにふさわしい思考力・判断力・表現力等の総合的学力を身に付けている人
２	　美術の基礎的な造形表現能力を持ち、美術と社会との関係を深く考えることができる
人
３　主体的に学び、協働して取り組む姿勢を持っている人
４　創造活動や新たな課題に積極的に取り組む意欲がある人

＜入学前に学習することが期待される内容＞
・美術Ⅰを履修していることが望ましい。
・	美術館等に行くことを通して社会や教育における美術の働きについて考える習慣を身に
付けていることが望ましい。

＜入学者選抜の基本方針＞
　本専攻では、上記の素養を持つ学生を選抜するために、次のような入学試験を実施しま
す。
　○一般選抜　前期日程
　　１、２及び４に対しては実技を課します。また、１〜４に対しては面接を課します。
　○一般選抜　後期日程
　　１、２及び４に対しては実技を課します。また、１〜４に対しては面接を課します。
　○学校推薦型選抜
　	　１、２及び４に対しては実技を課し、また美術活動調査書を加え、総合して判定します。
１〜４に対しては面接を課します。また、出願書類（調査書、推薦書、志願理由書）を
加え、総合して判定します。
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　○私費外国人留学生選抜
　	　１、２及び４に対しては実技を課します。また、１〜４に対しては面接を課します。
１に対しては成績証明書等を参考資料とします。
　○帰国生選抜
　	　１、２及び４に対しては実技を課し、また美術活動調査書を加え、総合して判定します。
１〜４に対しては面接を課します。また、出願書類（調査書、推薦書、志願理由書）を
加え、総合して判定します。

＜入学者選抜方法における重点評価項目＞
　該当する学力の３要素に「○」を付けています。なお、○の記号は、配点を示したもの
ではありません。

入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

一般選抜　前期日程

大学入学共通テスト ○ ○
小論文 ○ ○
実技 ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書 面接時の参考資料として利用

一般選抜　後期日程

大学入学共通テスト ○ ○
実技 ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書 面接時の参考資料として利用

学校推薦型選抜

実技 ○ ○
面接 ○ ○ ○
美術活動調査書 ○ ○
調査書・推薦書・
志願理由書 面接時の参考資料として利用

私費外国人留学生選抜

日本留学試験 ○ ○
小論文 ○ ○
実技 ○ ○
面接 ○ ○ ○
成績証明書 ○ ○

帰国生選抜

実技 ○ ○
面接 ○ ○ ○
美術活動調査書 ○ ○
成績証明書・調査書・
身上記録書 面接時の参考資料として利用

〔家政専攻〕
＜入学者に求める能力・資質＞
１	　高等学校の教育課程、特に家庭科や自然科学・社会科学分野の知識と総合的理解力を
持っている人
２　家政学及び生活科学について主体的に探究し、多様な人々と協働して学べる人
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３　生活問題や新しい課題に対して自ら思考・判断し、積極的に取り組む意欲のある人

＜入学前に学習することが期待される内容＞
　家庭科、化学や生物などの自然科学分野、公民や歴史などの社会科学分野の知識を有し
ていることが望ましい。

＜入学者選抜の基本方針＞
　本専攻では、上記の素養を持つ学生を選抜するために、次のような入学試験を実施しま
す。
　○一般選抜　前期日程
　　１に対しては大学入学共通テストを課します。１〜３に対しては面接を課します。
　○一般選抜　後期日程
　　１に対しては大学入学共通テストを課します。１〜３に対しては面接を課します。
　○私費外国人留学生選抜
　　１〜３に対しては面接を課し、成績証明書等を参考資料とします。

＜入学者選抜方法における重点評価項目＞
　該当する学力の３要素に「○」を付けています。なお、○の記号は、配点を示したもの
ではありません。

入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

一般選抜　前期日程

大学入学共通
テスト ○ ○

小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書 面接時の参考資料として利用

一般選抜　後期日程

大学入学共通
テスト ○ ○

面接 ○ ○ ○
調査書 面接時の参考資料として利用

私費外国人留学生選抜

日本留学試験 ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
成績証明書 ○ ○

〔保健体育専攻〕
＜入学者に求める能力・資質＞
１	　保健体育及び運動・スポーツ活動に興味を持ち、それらに関する基礎的な知識・技能
を有する人
２	　保健体育及び運動・スポーツ活動に関わる課題を見出し、課題解決に向けて思考、判断、
表現しながら、粘り強く努力する人
３　教職を目指すために、主体的かつ協働的に学ぼうとする人
４　子どもたちとともに運動の楽しさや喜びを味わえる人
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＜入学前に学習することが期待される内容＞
・高等学校までの保健体育に関する基礎的知識を有している。
・運動やスポーツ活動における基礎体力及び運動技能を有している。
・自信を持って実践できる運動やスポーツ活動の経験を有している。

＜入学者選抜の基本方針＞
　本専攻では、上記の素養を持つ学生を選抜するために、次のような入学試験を実施しま
す。
　○一般選抜　前期日程
　　１〜３に対しては実技を課します。また、１〜４に対しては面接を課します。
　○一般選抜　後期日程
　　１〜３に対しては実技を課します。また、１〜４に対しては面接を課します。
　○学校推薦型選抜
　	　１及び２に対しては小論文を課し、スポーツ活動調査書を加え、総合して判定します。
１〜４に対しては面接を課します。また、出願書類（調査書、推薦書、志願理由書）を
加え、総合して判定します。
　○私費外国人留学生選抜
　	　１〜３に対しては実技を課します。また、１〜４に対しては面接を課し、成績証明書
等を参考資料とします。

＜入学者選抜方法における重点評価項目＞
　該当する学力の３要素に「○」を付けています。なお、○の記号は、配点を示したもの
ではありません。

入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

一般選抜　前期日程

大学入学共通テスト ○ ○
小論文 ○ ○
実技 ○ ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書 面接時の参考資料として利用

一般選抜　後期日程

大学入学共通テスト ○ ○
実技 ○ ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書 面接時の参考資料として利用

学校推薦型選抜

小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
スポーツ活動調査書 ○
調査書・推薦書・
志願理由書 面接時の参考資料として利用

私費外国人留学生選抜

日本留学試験 ○ ○
小論文 ○ ○
実技 ○ ○ ○
面接 ○ ○ ○
成績証明書 ○ ○

−	14	−



〔教育専攻〕
＜入学者に求める能力・資質＞
１　高等学校で履修した各科目について幅広い知識を身に付けた人
２　教育問題など現代社会の諸問題に対する強い探究心を有している人
３	　教科外の諸活動にも積極的に参加し、多くの人と関わって物事に取り組む経験をして
きた人

＜入学前に学習することが期待される内容＞
　入学試験で選択した科目に限らず幅広く学習していることが望ましい。

＜入学者選抜の基本方針＞
　本専攻では、上記の素養を持つ学生を選抜するために、次のような入学試験を実施しま
す。
　○一般選抜　前期日程
　　１に対しては共通テストを課します。１〜３に対しては面接を課します。
　○学校推薦型選抜
　	　１及び２に対しては小論文を課します。１〜３に対しては面接を課します。また、出
願書類（調査書、推薦書、志願理由書）を加え、総合して判定します。
　○私費外国人留学生選抜
　１〜３に対しては面接を課し、１に対しては成績証明書等を参考資料とします。

＜入学者選抜方法における重点評価項目＞
　該当する学力の３要素に「○」を付けています。なお、○の記号は、配点を示したもの
ではありません。

入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

一般選抜　前期日程

大学入学共通
テスト ○ ○

小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書 面接時の参考資料として利用

学校推薦型選抜

小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書・推薦書・
志願理由書 面接時の参考資料として利用

私費外国人留学生選抜

日本留学試験 ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
成績証明書 ○ ○
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〔教育心理専攻〕
＜入学者に求める能力・資質＞
１　高等学校で履修した各科目について幅広い知識を身に付けた人
２	　教育問題など現代社会の諸問題について、様々な観点から思考・判断・表現する力を
有している人
３　他者とともに物事に主体的に取り組むことを通して成長してきた人

＜入学前に学習することが期待される内容＞
　入学試験で選択した科目に限らず幅広く学習していることが望ましい。

＜入学者選抜の基本方針＞
　本専攻では、上記の素養を持つ学生を選抜するために、次のような入学試験を実施しま
す。
　○一般選抜　前期日程
　	　１に対しては共通テストを課します。１〜３に対しては面接を課します。また、調査
書を参考とします。
　○学校推薦型選抜
　	　１及び２に対しては小論文を課します。１〜３に対しては面接を課します。また、出
願書類（調査書、推薦書、志願理由書等）を加え、総合して判定します。
　○私費外国人留学生選抜
　　１〜３に対しては面接を課し、１に対しては成績証明書等を参考資料とします。

＜入学者選抜方法における重点評価項目＞
　該当する学力の３要素に「○」を付けています。なお、○の記号は、配点を示したもの
ではありません。

入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

一般選抜　前期日程

大学入学共通
テスト ○ ○

小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書 面接時の参考資料として利用

学校推薦型選抜

小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書・推薦書・
志願理由書 面接時の参考資料として利用

私費外国人留学生選抜

日本留学試験 ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
成績証明書 ○ ○
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〔特別支援教育専攻〕
＜入学者に求める能力・資質＞
１　高等学校の教育課程について、大学教育を受けるにふさわしい総合的理解のある人
２　主体的に学ぶ姿勢と、教員にふさわしい論理的で柔軟な思考能力を持っている人
３　特別支援教育に対し、強い意欲がある人

＜入学前に学習することが期待される内容＞
　特別支援教育に携わる教員にふさわしい、読解・記述の能力、各教科の基礎知識を備え
ていること。

＜入学者選抜の基本方針＞
　本専攻では、上記の素養を持つ学生を選抜するために、次のような入学試験を実施しま
す。
　○一般選抜　前期日程
　　１に対しては共通テストを課します。１〜３に対しては面接を課します。
　○一般選抜　後期日程
　　１に対しては共通テストを課します。１〜３に対しては面接を課します。
　○学校推薦型選抜
　	　１及び２に対しては小論文を課します。１〜３に対しては面接を課します。また、出
願書類（調査書、推薦書、志願理由書）を加え、総合して判定します。
　○私費外国人留学生選抜
　　１〜３に対しては面接を課し、成績証明書等を参考資料とします。
　○帰国生選抜
　	　１及び２に対しては小論文を課します。１〜３に対しては面接を課します。また、出
願書類（成績証明書・調査書、身上記録書等）を加え、総合して判定します。

＜入学者選抜方法における重点評価項目＞
　該当する学力の３要素に「○」を付けています。なお、○の記号は、配点を示したもの
ではありません。

入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

一般選抜　前期日程

大学入学共通テスト ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書 面接時の参考資料として利用

一般選抜　後期日程
大学入学共通テスト ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書 面接時の参考資料として利用

学校推薦型選抜

小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書・推薦書・
志願理由書 面接時の参考資料として利用
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入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

私費外国人留学生選抜

日本留学試験 ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
成績証明書 ○ ○

帰国生選抜

小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
成績証明書・調査書・
身上記録書 面接時の参考資料として利用
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情報学部
＜人材育成の目標＞
　人工知能（ＡＩ）やＩｏＴを含む先端技術の創出・利活用を可能とする知識基盤を備え、
人文科学・社会科学の知見から情報社会における課題を発見し、情報科学とデータサイエ
ンスの知識を総合することで、持続可能でインクルーシブな社会（Society５.０）の発展
と課題解決に寄与できる人材の育成を目指す。

＜入学者に求める能力・資質＞
　群馬大学の理念、教育の目標に賛同し、本学の教職員と共に学術研究の成果を地域に還
元し、豊かな地域社会・国際社会の創造に貢献していく意欲にあふれ、以下の能力・意欲
を持つ人を求める。
１	　高等学校の教育課程についての総合的な理解と大学教育を受けるにふさわしい基礎学
力がある人
２	　情報学を学ぶ上で必要な基礎知識と強い探求心、コミュニケーション能力を持ってい
る人
３　主体的に学ぶ姿勢と、論理的で柔軟な思考能力を持っている人
４　知的好奇心が旺盛で、新しい課題に積極的に取り組む意欲がある人
５　高い志と豊かな発想力を持ち、未来を切り開く夢と情熱を持っている人
６　地域社会や国際社会に貢献する意欲とリーダーシップを持っている人

＜入学前に学習することが期待される内容＞
　人文情報プログラムあるいは社会共創プログラムを選択しようとする者は、外国語能力
の向上と多文化の理解に関心があることが望まれる。また、データサイエンスプログラム
あるいは計算機科学プログラムを選択しようとする者は、自然科学、中でも数学を基礎と
する分野に強い探求心を持っていることが望まれる。

＜入学者選抜の基本方針＞
　本学科では、上記の素養を持つ学生を選抜するために、次のような入学試験を実施しま
す。
　○一般選抜	前期日程
　	　１に対しては大学入学共通テストを課し、１及び３に対しては学力試験を課します。	
　○一般選抜	後期日程
　　１に対しては大学入学共通テストを課し、１及び３に対しては小論文を課します。
　○学校推薦型選抜
　	　１及び３に対しては小論文を、２〜６に対しては面接を課します。また、出願書類（調
査書、推薦書）を加え、総合して判定します。	
　○私費外国人留学生選抜
　	　日本語での大学教育を受けられる日本語能力を身につけているかどうかを判断するた
めに日本留学試験を課しています。また、１及び３に対しては学力試験を、２〜６に対
しては面接を課します。さらに、成績証明書を加え、総合して判定します。
　○帰国生選抜

必ずお読みください
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　	　１及び３に対しては小論文と学力試験を、２〜６に対しては面接を課します。また、
出願書類を加え、総合して判定します。	
　○社会人選抜
　	　１及び３に対しては小論文と学力試験を、２〜６に対しては面接を課します。また、
出願書類を加え、総合して判定します。	
　○３年次編入学
　	　１及び３に対しては小論文を、２〜６に対しては面接を課します。また、出身学校の
成績証明書及び志望理由書等を加え、総合して判定します。

＜入学者選抜方法における重点評価項目＞
　該当する学力の３要素に「○」を付けています。なお、○の記号は、配点を示したもの
ではありません。

入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

一般選抜　前期日程
大学入学共通テスト ○ ○
学力試験 ○ ○
調査書 ○

一般選抜　後期日程
大学入学共通テスト ○ ○
小論文 ○ ○
調査書 ○

学校推薦型選抜
小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書・推薦書 面接時の参考資料として利用

私費外国人留学生選抜

日本留学試験 ○ ○
学力試験 ○ ○
面接 ○ ○ ○
成績証明書 ○

帰国生選抜

学力試験 ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
出願書類 面接時の参考資料として利用

社会人選抜

学力試験 ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
出願書類 面接時の参考資料として利用

３年次編入学

小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
成績証明書及び
志望理由書等 面接時の参考資料として利用
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医学部医学科
　医学と医療が自然科学の上に成り立ち、かつ社会の中で人を対象として行われるもので
あることをふまえ、医学生として、科学的知（Science）、倫理（Ethics）、技能（Skill）
の３つの面にわたって自己研鑽に励むことができる人

１	　豊かな感受性、奉仕の精神を備え、医師としてふさわしい資質を身に付けることを目
指して、不断の努力を積み重ねられる人
２	　医療、医学研究、医学教育もしくは医療行政などの分野において、社会に貢献するこ
とへの志と強い信念を持っている人
３　本学科の教育内容を理解するために必要な総合的基礎学力を十分に備えている人

＜入学前に学習することが期待される内容＞
　特に日常的な学習が十分に行われていることが望ましいのは、国語と英語である。専門
科目を学ぶために必要となるのは、数学では、数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ａ・Ｂであり、理科では、
受験科目にかかわらず、物理（物理基礎を含む）、化学（化学基礎を含む）、生物（生物基
礎を含む）である。

＜入学者選抜の基本方針＞
　本学科では、上記の素養を持つ学生を選抜するために、次のような入学試験を実施しま
す。
　○一般選抜　前期日程
　	　３に対しては大学入学共通テストと学力検査（数学、理科）を、１、２、３に対して
は小論文と面接を課します。
　○学校推薦型選抜
　	　３に対しては大学入学共通テストを課し、１、２、３に対しては小論文と面接を課し
ます。また、出願書類（調査書、推薦書、適正資質調査書、志望理由書）を加え、総合
して判定します。
　○私費外国人留学生選抜
　	　日本語での大学教育を受けられる日本語能力を身につけているかどうかを判断するた
めに日本留学試験を課しています。また、３に対しては学力検査（数学、理科）を、１、
２、３に対しては小論文と面接を課します。さらに、成績証明書を加え、総合して判定
します。
　○帰国生選抜
　	　３に対しては学力検査（数学、理科）を、１、２、３に対しては小論文と面接を課し
ます。また、出願書類を加え、総合して判定します。
　○２年次編入学
　	　１、２、３に対しては小論文と面接を課します。また、出願書類等を加え、総合して
判定します。

＜入学者選抜方法における重点評価項目＞
　該当する学力の３要素に「○」を付けています。なお、○の記号は、配点を示したもの

必ずお読みください
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ではありません。

入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

一般選抜　前期日程

大学入学共通テスト ○ ○
学力検査（数学、理科） ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書・志望理由書（地
域医療枠志願者のみ） 面接時の参考資料として利用

学校推薦型選抜

大学入学共通テスト ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書 ○ ○ ○
推薦書 ○ ○
適正資質調査書 ○ ○
志望理由書（地域医療
枠志願者のみ） ○ ○

私費外国人留学生選抜

日本留学試験 ○ ○
学力検査（数学、理科） ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
成績証明書 面接時の参考資料として利用

帰国生選抜

学力検査（数学、理科） ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○
出願書類 面接時の参考資料として利用

２年次編入学

小論文 ○ ○
面接 ○ ○ ○

出願書類等 面接時の参考資料として利用
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医学部保健学科
＜人材育成の目標＞
１　豊かな見識を身に付け、人間の尊厳を尊重し、全人的医療を担う人材を育成します。
２	　本学科での学修を通して、学士（看護学・保健学）に求められる知識、技能、態度、
創造的思考力を身に付けた人材を育成します。
３	　将来に向け自らを向上させていく意欲と自己開発力を持ち、地域や国際社会での保健
医療の諸課題に広く対応できる人材を育成します。
４　保健医療の現場においてチーム医療を担う人材を育成します。
５	　看護師・助産師・保健師、臨床検査技師・細胞検査士、理学療法士、作業療法士とな
ることを通じて、高度化・専門化する保健医療専門職の次世代のリーダーや教育・研究
者を育成します。

＜入学者に求める能力・資質＞
１　柔軟な発想、みずみずしい感性、高い意欲を持っていること。
２　他者とのコミュニケーションが円滑にできること。
３　理系課題に対して、論理的な思考を行い、他人に説明できること。
４　文系課題に対して、自らの考えを交えて要約して他人に説明できること。
５　英文課題に対して、自らの考えと併せて他人に説明できること。

＜入学前に学習することが期待される内容＞
１　各入学者選抜の出願要件に定める科目について履修又は履修見込みであること。

＜入学者選抜の基本方針＞
　本学科では、上記の素養を持つ学生を選抜するために、次のような入学試験を実施しま
す。
　○一般選抜　前期日程
　	　３〜５に対しては大学入学共通テストを課し、１、３及び５に対しては小論文を課し
ます。また、１及び２に対しては出願書類（調査書）により評価を行った上で、総合し
て判定します。
　○一般選抜　後期日程
　	　３〜５に対しては大学入学共通テストを課し、１、３及び５に対しては小論文を課し
ます。また、１及び２に対しては出願書類（調査書）により評価を行った上で、総合し
て判定します。
　○学校推薦型選抜
　	　１及び３〜５に対しては小論文を、１及び２に対しては面接を課します。また、出願
書類（調査書、推薦書）を加え、総合して判定します。
　○私費外国人留学生選抜
　	　日本語での大学教育を受けられる日本語能力を身に付けているかどうかを判断するた
めに日本留学試験を課しています。また、１、３及び５に対しては小論文を、１及び２
に対しては面接を課します。さらに、成績証明書を加え、総合して判定します。

必ずお読みください
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　○帰国生選抜
　	　１及び３〜５に対しては小論文を、１及び２に対しては面接を課します。また、出願
書類を加え、総合して判定します。
　○社会人選抜
　	　１及び３〜５に対しては小論文を、１及び２に対しては面接を課します。また、出願
書類を加え、総合して判定します。
　○３年次編入学
　	　３〜５に対しては学力試験（専門科目、外国語）を、１及び２に対しては面接を課し
ます。また、出身学校の成績証明書及び志望理由書等を加え、総合して判定します。

＜入学者選抜方法における重点評価項目＞
　該当する学力の３要素に「○」を付けています。なお、○の記号は、配点を示したもの
ではありません。

入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

一般選抜　前期日程
大学入学共通テスト ○ ○
小論文 ○ ○
調査書 ○ ○ ○

一般選抜　後期日程
大学入学共通テスト ○ ○
小論文 ○ ○
調査書 ○ ○ ○

学校推薦型選抜
小論文 ○ ○
面接 ○ ○
調査書・推薦書 面接時の参考資料として利用

私費外国人留学生選抜

日本留学試験 ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○
成績証明書 ○

帰国生選抜
小論文 ○ ○
面接 ○ ○
出願書類 面接時の参考資料として利用

社会人選抜
小論文 ○ ○
面接 ○ ○
出願書類 面接時の参考資料として利用

３年次編入学

学力試験
（専門科目、外国語） ○ ○

面接 ○ ○
成績証明書及び
志望理由書等 ○ ○

−	24	−



〔看護学専攻〕
＜人材育成の目標＞
１　豊かな見識を身に付け、人間の尊厳を尊重し、全人的医療を担う人材を育成します。
２	　本学科での学習を通して、学士（看護学）に求められる知識、技能、態度、創造的思
考力を身に付けた　人材を育成します。
３	　将来に向け自らを向上させていく意欲と自己開発力を持ち、地域や国際社会での保健
医療の諸課題に広く対応できる人材を育成します。
４　保健医療の現場においてチーム医療を担う人材を育成します。
５	　看護師・助産師・保健師となることを通じて、高度化・専門化する保健医療専門職の
次世代のリーダーや教育・研究者を育成します。

＜入学前に学習することが期待される内容＞
１　各入学者選抜の出願要件に定める科目について履修又は履修見込みであること。

＜入学者選抜の基本方針＞
　本学科では、上記の素養を持つ学生を選抜するために、次のような入学試験を実施しま
す。
　○一般選抜　前期日程
　	　３〜５に対しては大学入学共通テストを課し、１、３及び５に対しては小論文を課し
ます。また、１及び２に対しては出願書類（調査書）により評価を行った上で、総合し
て判定します。
　○一般選抜　後期日程
　	　３〜５に対しては大学入学共通テストを課し、１、３及び５に対しては小論文を課し
ます。また、１及び２に対しては出願書類（調査書）により評価を行った上で、総合し
て判定します。
　○学校推薦型選抜
　	　１及び３〜５に対しては小論文を、１及び２に対しては面接を課します。また、出願
書類（調査書、推薦書）を加え、総合して判定します。
　○私費外国人留学生選抜
　	　日本語での大学教育を受けられる日本語能力を身に付けているかどうかを判断するた
めに日本留学試験を課しています。また、１、３及び５に対しては小論文を、１及び２
に対しては面接を課します。さらに、成績証明書を加え、総合して判定します。
　○帰国生選抜
　	　１及び３〜５に対しては小論文を、１及び２に対しては面接を課します。また、出願
書類を加え、総合して判定します。
　○社会人選抜
　	　１及び３〜５に対しては小論文を、１及び２に対しては面接を課します。また、出願
書類を加え、総合して判定します。
　○３年次編入学
　	　３〜５に対しては学力試験（専門科目、外国語）を、１及び２に対しては面接を課し
ます。また、出身学校の成績証明書及び志望理由書等を加え、総合して判定します。

＜入学者選抜方法における重点評価項目＞
　該当する学力の３要素に「○」を付けています。なお、○の記号は、配点を示したもの
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ではありません。

入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

一般選抜　前期日程
大学入学共通テスト ○ ○
小論文 ○ ○
調査書 ○ ○ ○

一般選抜　後期日程
大学入学共通テスト ○ ○
小論文 ○ ○
調査書 ○ ○ ○

学校推薦型選抜
小論文 ○ ○
面接 ○ ○
調査書・推薦書 面接時の参考資料として利用

私費外国人留学生選抜

日本留学試験 ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○
成績証明書 ○

帰国生選抜
小論文 ○ ○
面接 ○ ○
出願書類 面接時の参考資料として利用

社会人選抜
小論文 ○ ○
面接 ○ ○
出願書類 面接時の参考資料として利用

３年次編入学

学力試験
（専門科目、外国語） ○ ○

面接 ○ ○
成績証明書及び志望理
由書等 ○ ○

〔検査技術科学専攻〕
＜人材育成の目標＞
１　豊かな見識を身に付け、人間の尊厳を尊重し、全人的医療を担う人材を育成します。
２	　本学科での学習を通して、学士（保健学）に求められる知識、技能、態度、創造的思
考力を身に付けた人材を育成します。
３	　将来に向け自らを向上させていく意欲と自己開発力を持ち、地域や国際社会での保健
医療の諸課題に広く対応できる人材を育成します。
４　保健医療の現場においてチーム医療を担う人材を育成します。
５	　臨床検査技師・細胞検査士となることを通じて、高度化・専門化する保健医療専門職
の次世代のリーダーや教育・研究者を育成します。

＜入学者に求める能力・資質＞
１　柔軟な発想、みずみずしい感性、高い意欲を持っていること。
２　他者とのコミュニケーションが円滑にできること。
３　理系課題に対して、論理的な思考を行い、他人に説明できること。
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４　文系課題に対して、自らの考えを交えて要約して他人に説明できること。
５　英文課題に対して、自らの考えと併せて他人に説明できること。

＜入学前に学習することが期待される内容＞
１　各入学者選抜の出願要件に定める科目について履修又は履修見込みであること。

＜入学者選抜の基本方針＞
　本学科では、上記の素養を持つ学生を選抜するために、次のような入学試験を実施しま
す。
　○一般選抜　前期日程
　	　３〜５に対しては大学入学共通テストを課し、１、３及び５に対しては小論文を課し
ます。また、１及び２に対しては出願書類（調査書）により評価を行った上で、総合し
て判定します。
　○一般選抜　後期日程
　	　３〜５に対しては大学入学共通テストを課し、１、３及び５に対しては小論文を課し
ます。また、１及び２に対しては出願書類（調査書）により評価を行った上で、総合し
て判定します。
　○学校推薦型選抜
　	　１及び３〜５に対しては小論文を、１及び２に対しては面接を課します。また、出願
書類（調査書、推薦書）を加え、総合して判定します。
　○私費外国人留学生選抜
　	　日本語での大学教育を受けられる日本語能力を身に付けているかどうかを判断するた
めに日本留学試験を課しています。また、１、３及び５に対しては小論文を、１及び２
に対しては面接を課します。さらに、成績証明書を加え、総合して判定します。
　○帰国生選抜
　	　１及び３〜５に対しては小論文を、１及び２に対しては面接を課します。また、出願
書類を加え、総合して判定します。
　○社会人選抜
　	　１及び３〜５に対しては小論文を、１及び２に対しては面接を課します。また、出願
書類を加え、総合して判定します。
　○３年次編入学
　	　３〜５に対しては学力試験（専門科目、外国語）を、１及び２に対しては面接を課し
ます。また、出身学校の成績証明書及び志望理由書等を加え、総合して判定します。

＜入学者選抜方法における重点評価項目＞
　該当する学力の３要素に「○」を付けています。なお、○の記号は、配点を示したもの
ではありません。

入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

一般選抜　前期日程
大学入学共通テスト ○ ○
小論文 ○ ○
調査書 ○ ○ ○
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入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

一般選抜　後期日程
大学入学共通テスト ○ ○
小論文 ○ ○
調査書 ○ ○ ○

学校推薦型選抜
小論文 ○ ○
面接 ○ ○
調査書・推薦書 面接時の参考資料として利用

私費外国人留学生選抜

日本留学試験 ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○
成績証明書 ○

帰国生選抜
小論文 ○ ○
面接 ○ ○
出願書類 面接時の参考資料として利用

社会人選抜
小論文 ○ ○
面接 ○ ○
出願書類 面接時の参考資料として利用

３年次編入学

学力試験
（専門科目、外国語） ○ ○

面接 ○ ○
成績証明書及び
志望理由書等 ○ ○

〔理学療法学専攻〕
＜人材育成の目標＞
１　豊かな見識を身に付け、人間の尊厳を尊重し、全人的医療を担う人材を育成します。
２	　本学科での学習を通して、学士（保健学）に求められる知識、技能、態度、創造的思
考力を身に付けた人材を育成します。
３	　将来に向け自らを向上させていく意欲と自己開発力を持ち、地域や国際社会での保健
医療の諸課題に広く対応できる人材を育成します。
４　保健医療の現場においてチーム医療を担う人材を育成します。
５	　理学療法士となることを通じて、高度化・専門化する保健医療専門職の次世代のリー
ダーや教育・研究者を育成します。

＜入学者に求める能力・資質＞
１　柔軟な発想、みずみずしい感性、高い意欲を持っていること。
２　他者とのコミュニケーションが円滑にできること。
３　理系課題に対して、論理的な思考を行い、他人に説明できること。
４　文系課題に対して、自らの考えを交えて要約して他人に説明できること。
５　英文課題に対して、自らの考えと併せて他人に説明できること。
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＜入学前に学習することが期待される内容＞
１　各入学者選抜の出願要件に定める科目について履修又は履修見込みであること。

＜入学者選抜の基本方針＞
　本学科では、上記の素養を持つ学生を選抜するために、次のような入学試験を実施しま
す。
　○一般選抜　前期日程
　	　３〜５に対しては大学入学共通テストを課し、１、３及び５に対しては小論文を課し
ます。また、１及び２に対しては出願書類（調査書）により評価を行った上で、総合し
て判定します。
　○一般選抜　後期日程
　	　３〜５に対しては大学入学共通テストを課し、１、３及び５に対しては小論文を課し
ます。また、１及び２に対しては出願書類（調査書）により評価を行った上で、総合し
て判定します。
　○学校推薦型選抜
　	　１及び３〜５に対しては小論文を、１及び２に対しては面接を課します。また、出願
書類（調査書、推薦書）を加え、総合して判定します。
　○私費外国人留学生選抜
　	　日本語での大学教育を受けられる日本語能力を身に付けているかどうかを判断するた
めに日本留学試験を課しています。また、１、３及び５に対しては小論文を、１及び２
に対しては面接を課します。さらに、成績証明書を加え、総合して判定します。
　○帰国生選抜
　	　１及び３〜５に対しては小論文を、１及び２に対しては面接を課します。また、出願
書類を加え、総合して判定します。
　○社会人選抜
　	　１及び３〜５に対しては小論文を、１及び２に対しては面接を課します。また、出願
書類を加え、総合して判定します。
　○３年次編入学
　	　３〜５に対しては学力試験（専門科目、外国語）を、１及び２に対しては面接を課し
ます。また、出身学校の成績証明書及び志望理由書等を加え、総合して判定します。

＜入学者選抜方法における重点評価項目＞
　該当する学力の３要素に「○」を付けています。なお、○の記号は、配点を示したもの
ではありません。

入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

一般選抜　前期日程
大学入学共通テスト ○ ○
小論文 ○ ○
調査書 ○ ○ ○

一般選抜　後期日程
大学入学共通テスト ○ ○
小論文 ○ ○
調査書 ○ ○ ○
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入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

学校推薦型選抜
小論文 ○ ○
面接 ○ ○
調査書・推薦書 面接時の参考資料として利用

私費外国人留学生選抜

日本留学試験 ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○
成績証明書 ○

帰国生選抜
小論文 ○ ○
面接 ○ ○
出願書類 面接時の参考資料として利用

社会人選抜
小論文 ○ ○
面接 ○ ○
出願書類 面接時の参考資料として利用

３年次編入学

学力試験
（専門科目、外国語） ○ ○

面接 ○ ○
成績証明書及び
志望理由書等 ○ ○

〔作業療法学専攻〕
１　豊かな見識を身に付け、人間の尊厳を尊重し、全人的医療を担う人材を育成します。
２	　本学科での学習を通して、学士（保健学）に求められる知識、技能、態度、創造的思
考力を身に付けた人材を育成します。
３	　将来に向け自らを向上させていく意欲と自己開発力を持ち、地域や国際社会での保健
医療の諸課題に広く対応できる人材を育成します。
４　保健医療の現場においてチーム医療を担う人材を育成します。
５	　作業療法士となることを通じて、高度化・専門化する保健医療専門職の次世代のリー
ダーや教育・研究者を育成します。

＜入学者に求める能力・資質＞
１　柔軟な発想、みずみずしい感性、高い意欲を持っていること。
２　他者とのコミュニケーションが円滑にできること。
３　理系課題に対して、論理的な思考を行い、他人に説明できること。
４　文系課題に対して、自らの考えを交えて要約して他人に説明できること。
５　英文課題に対して、自らの考えと併せて他人に説明できること。

＜入学前に学習することが期待される内容＞
１　各入学者選抜の出願要件に定める科目について履修又は履修見込みであること。

＜入学者選抜の基本方針＞
　本学科では、上記の素養を持つ学生を選抜するために、次のような入学試験を実施します。
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　○一般選抜　前期日程
　	　３〜５に対しては大学入学共通テストを課し、１、３及び５に対しては小論文を課し
ます。また、１及び２に対しては出願書類（調査書）により評価を行った上で、総合し
て判定します。
　○一般選抜　後期日程
　	　３〜５に対しては大学入学共通テストを課し、１、３及び５に対しては小論文を課し
ます。また、１及び２に対しては出願書類（調査書）により評価を行った上で、総合し
て判定します。
　○学校推薦型選抜
　	　１及び３〜５に対しては小論文を、１及び２に対しては面接を課します。また、出願
書類（調査書、推薦書）を加え、総合して判定します。
　○私費外国人留学生選抜
　	　日本語での大学教育を受けられる日本語能力を身に付けているかどうかを判断するた
めに日本留学試験を課しています。また、１、３及び５に対しては小論文を、１及び２
に対しては面接を課します。さらに、成績証明書を加え、総合して判定します。
　○帰国生選抜
　	　１及び３〜５に対しては小論文を、１及び２に対しては面接を課します。また、出願
書類を加え、総合して判定します。
　○社会人選抜
　	　１及び３〜５に対しては小論文を、１及び２に対しては面接を課します。また、出願
書類を加え、総合して判定します。
　○３年次編入学
　	　３〜５に対しては学力試験（専門科目、外国語）を、１及び２に対しては面接を課し
ます。また、出身学校の成績証明書及び志望理由書等を加え、総合して判定します。

＜入学者選抜方法における重点評価項目＞
　該当する学力の３要素に「○」を付けています。なお、○の記号は、配点を示したもの
ではありません。

入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

一般選抜　前期日程
大学入学共通テスト ○ ○
小論文 ○ ○
調査書 ○ ○ ○

一般選抜　後期日程
大学入学共通テスト ○ ○
小論文 ○ ○
調査書 ○ ○ ○

学校推薦型選抜
小論文 ○ ○
面接 ○ ○
調査書・推薦書 面接時の参考資料として利用

私費外国人留学生選抜

日本留学試験 ○ ○
小論文 ○ ○
面接 ○ ○
成績証明書 ○
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入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

帰国生選抜
小論文 ○ ○
面接 ○ ○
出願書類 面接時の参考資料として利用

社会人選抜
小論文 ○ ○
面接 ○ ○
出願書類 面接時の参考資料として利用

３年次編入学

学力試験
（専門科目、外国語） ○ ○

面接 ○ ○
成績証明書及び
志望理由書等 ○ ○
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理工学部
　群馬大学の理念、教育の目標に賛同し、本学の教職員と共に学術研究の成果を地域に還
元し、豊かな地域社会・国際社会の創造に貢献していく意欲にあふれ、以下の能力・意欲
を持つ人
１	　高等学校での学修内容についての総合的な理解と大学教育を受けるにふさわしい基礎
学力がある。
２	　理工学を学ぶ上で必要な基礎知識と強い探究心、コミュニケーション能力を持ってい
る。
３　主体的に学ぶ姿勢と、論理的で柔軟な思考能力を持っている。
４　知的好奇心が旺盛で、新しい課題に積極的に取り組む意欲がある。
５　高い志と豊かな発想力を持ち、未来を切り開く夢と情熱を持っている。
６　地域社会や国際社会に貢献する意欲とリーダーシップを持っている。
　さらに、物質・環境類の教育プログラムを選択しようとする者は、特に理科に関心があ
ることが望まれる。また、電子・機械類の教育プログラムを選択しようとする者は、物理学、
数学及び化学に関心を持っていることが望まれる。

〔物質・環境類〕
＜入学者に求める能力・資質＞
　群馬大学の理念、教育の目標に賛同し、本学の教職員と共に学術研究の成果を地域に還
元し、豊かな地域社会・国際社会の創造に貢献していく意欲にあふれ、以下の能力・意欲
を持つ人
１	　高等学校での学修内容についての総合的な理解と大学教育を受けるにふさわしい基礎
学力がある。
２	　理工学を学ぶ上で必要な基礎知識と強い探究心、コミュニケーション能力を持ってい
る。
３　主体的に学ぶ姿勢と、論理的で柔軟な思考能力を持っている。
４　知的好奇心が旺盛で、新しい課題に積極的に取り組む意欲がある。
５　高い志と豊かな発想力を持ち、未来を切り開く夢と情熱を持っている。
６　地域社会や国際社会に貢献する意欲とリーダーシップを持っている。
　さらに、特に理科に関心があることが望まれる。

＜入学前に学習することが期待される内容＞
　数学については、数学Ｉ、Ⅱ、Ⅲ、Ａ、Ｂを履修していることが望ましい。理科につい
ては、物質・環境類では化学、物理あるいは生物を履修していることが望ましい。

＜入学者選抜の基本方針＞
　本学部では、上記の素養を持つ学生を選抜するために、次のような入学試験を実施します。
　○一般選抜　前期日程
　	　１に対しては大学入学共通テストを課し、１〜３に対しては学力試験を課します。ま
た、４〜６及び「理科に関心があること」については調査書で評価します。

必ずお読みください
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　○一般選抜　後期日程
　	　１に対しては大学入学共通テストを課し、１〜６に対しては面接を課します。また、
４〜６及び「理科に関心があること」については調査書で評価します。
　○学校推薦型選抜
　《一般枠》
　	　１〜６及び「理科に関心があること」に対しては面接を課します。また、出願書類（調
査書、推薦書等）を加え、総合して判定します。
　《ＧＦＬ特別枠（一般枠との併願を含む）》
　	　１〜６及び「理科に関心があること」に対しては面接を課します。また、出願書類（調
査書、推薦書、志願理由書、英語外部検定試験の成績）を加え、総合して判定します。
　○総合型選抜
　	　１〜６及び「理科に関心があること」に対しては面接を課します。また、出願書類（調
査書、志望理由書、自己推薦書）を加え、総合して判定します。
　○私費外国人留学生選抜
　	　日本語での大学教育を受けられる日本語能力を身につけているかどうかを判断するた
めに日本留学試験を課しています。１〜６及び「理科に関心があること」に対しては面
接を課します。さらに、英語外部検定試験の成績及び成績証明書を加え、総合して判定
します。
　○帰国生選抜
　	　１〜６及び「理科に関心があること」に対しては面接を課します。また、出願書類を
加え、総合して判定します。
　○３年次編入学
　	　１〜６及び「理科に関心があること」に対しては面接を課します。また、出身学校の
成績証明書及び人物調書を加え、総合して判定します。

＜入学者選抜方法における重点評価項目＞
　該当する学力の３要素に「○」を付けています。なお、○の記号は、配点を示したもの
ではありません。

入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

一般選抜　前期日程
大学入学共通テスト ○ ○
学力試験 ○ ○
調査書 ○

一般選抜　後期日程
大学入学共通テスト ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書 面接時の参考資料として利用

総合型選抜
面接 ○ ○ ○
調査書・志望理由書・
自己推薦書 ○ ○ ○
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入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

学校推薦型選抜

面接 ○ ○ ○
調査書・推薦書・志願
理由書（※）・英語外
部検定試験の成績（※）
※はＧＦＬ特別枠志願
者及び併願で出願する
者のみ

面接時の参考資料として利用

私費外国人留学生選抜

日本留学試験 ○ ○
面接 ○ ○ ○
成績証明書 ○
英語外部
検定試験の成績 ○

帰国生選抜 面接 ○ ○ ○
出願書類 面接時の参考資料として利用

３年次編入学
面接 ○ ○ ○
成績証明書及び
人物調書 ○ ○ ○

〔電子・機械類〕
＜入学者に求める能力・資質＞
　群馬大学の理念、教育の目標に賛同し、本学の教職員と共に学術研究の成果を地域に還
元し、豊かな地域社会・国際社会の創造に貢献していく意欲にあふれ、以下の能力・意欲
を持つ人
１	　高等学校での学修内容についての総合的な理解と大学教育を受けるにふさわしい基礎
学力がある。
２	　理工学を学ぶ上で必要な基礎知識と強い探究心、コミュニケーション能力を持ってい
る。
３　主体的に学ぶ姿勢と、論理的で柔軟な思考能力を持っている。
４　知的好奇心が旺盛で、新しい課題に積極的に取り組む意欲がある。
５　高い志と豊かな発想力を持ち、未来を切り開く夢と情熱を持っている。
６　地域社会や国際社会に貢献する意欲とリーダーシップを持っている。
　さらに、物理学、数学及び化学に関心を持っていることが望まれる。

＜入学前に学習することが期待される内容＞
　数学については、数学	Ｉ、Ⅱ、Ⅲ、Ａ、Ｂ	を履修していることが望ましい。理科につ
いては、電子・機械類では物理あるいは化学を履修していることが望ましい。

＜入学者選抜の基本方針＞
　本学部では、上記の素養を持つ学生を選抜するために、次のような入学試験を実施します。
　○一般選抜　前期日程
　	　１に対しては大学入学共通テストを課し、１〜３に対しては学力試験を課します。ま
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た、４〜６及び「物理学・数学及び化学に関心を持っていること」については調査書で
評価します。
　○一般選抜　後期日程
　	　１に対しては大学入学共通テストを課し、１〜６に対しては面接を課します。また、
４〜６及び「物理学・数学及び化学に関心を持っていること」については調査書で評価
します。
　○学校推薦型選抜
　　《一般枠》
　	　１〜６及び「物理学・数学及び化学に関心を持っていること」に対しては面接を課し
ます。また、出願書類（調査書、推薦書等）を加え、総合して判定します。
　　《ＧＦＬ特別枠（一般枠との併願を含む）》
　	　１〜６及び「物理学・数学及び化学に関心を持っていること」に対しては面接を課し
ます。また、出願書類（調査書、推薦書、志願理由書、英語外部検定試験の成績）を加え、
総合して判定します。
　○総合型選抜
　	　１〜６及び「物理学・数学及び化学に関心を持っていること」に対しては面接を課し
ます。また、出願書類（調査書、志望理由書、自己推薦書）を加え、総合して判定します。
　○私費外国人留学生選抜
　	　日本語での大学教育を受けられる日本語能力を身につけているかどうかを判断するた
めに日本留学試験を課しています。１〜６及び「物理学・数学及び化学に関心を持って
いること」に対しては面接を課します。さらに、英語外部検定試験の成績及び成績証明
書を加え、総合して判定します。
　○帰国生選抜
　	　１〜６及び「物理学・数学及び化学に関心を持っていること」に対しては面接を課し
ます。また、出願書類を加え、総合して判定します。
　○３年次編入学
　	　１〜６及び「物理学・数学及び化学に関心を持っていること」に対しては面接を課し
ます。また、出身学校の成績証明書及び人物調書を加え、総合して判定します。

＜入学者選抜方法における重点評価項目＞
　該当する学力の３要素に「○」を付けています。なお、○の記号は、配点を示したもの
ではありません。

入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

一般選抜　前期日程
大学入学共通テスト ○ ○
学力試験 ○ ○
調査書 ○

一般選抜　後期日程
大学入学共通テスト ○ ○
面接 ○ ○ ○
調査書 面接時の参考資料として利用

総合型選抜
面接 ○ ○ ○
調査書・志望理由書・
自己推薦書 ○ ○ ○
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入試区分 入学者選抜方法
該当する「学力の３要素」

知識・技能 思考力・判断力・
表現力

主体性・
協働する態度

学校推薦型選抜

面接 ○ ○ ○
調査書・推薦書・志願
理由書（※）・英語外
部検定試験の成績（※）
※はＧＦＬ特別枠志願
者及び併願で出願する
者のみ

面接時の参考資料として利用

私費外国人留学生選抜

日本留学試験 ○ ○
面接 ○ ○ ○
成績証明書 ○
英語外部
検定試験の成績 ○

帰国生選抜 面接 ○ ○ ○
出願書類 面接時の参考資料として利用

３年次編入学
面接 ○ ○ ○
成績証明書及び
人物調書 ○ ○ ○
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Ⅰ．2023年度（令和５年度）　帰国生選抜学生募集要項

１．帰国生選抜を実施する学部・学科等及び募集人員
学　　　部 系・学科・類 専　　　　　攻 募　集　人　員

共同教育学部

人 文 社 会 系 社 会 専 攻

若　干　名自 然 科 学 系 数 学 専 攻
理 科 専 攻

芸術・生活・健康系 美 術 専 攻
教 育 人 間 科 学 系 特別支援教育専攻

情 報 学 部 情 報 学 科 若　干　名

医 学 部

医 学 科 若　干　名

保 健 学 科

看 護 学 専 攻

若　干　名検査技術科学専攻
理 学 療 法 学 専 攻
作 業 療 法 学 専 攻

理工学部
物 質 ・ 環 境 類

若　干　名
電 子 ・ 機 械 類

　（注）１．上記以外の学科・類・専攻は実施しません。
　　　 ２．本選抜は、同一日程の選抜と併せて受験することはできません。

2．帰国生選抜の出願要件

　	　日本国籍を有する者又は日本国に永住権を有する者で、外国に在住し外国の学校教育
を受けた者のうち、次のいずれかに該当する者

⑴	　外国及び日本において学校教育における１２年の課程を、２０２１年４月１日から２
０２３年３月３１日までに修了した者又は修了する見込みの者。ただし外国において、
日本の高等学校に当たる在籍期間を含め継続して２年以上学校教育を受けていること。

⑵	　文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程又は相当する課程を有するものとして指
定又は認定した在外教育施設に当該課程を含め継続して２年以上在籍し、２０２１年４
月１日から２０２３年３月３１日までに当該課程若しくは高等学校の課程を修了した者
又は修了する見込みの者。

⑶	　外国において、次のいずれかの資格を２０２１年又は２０２２年に取得した者。
　①	　スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局が授与する国際バカロ

レア資格
　②	　ドイツ連邦共和国の各州において大学入学資格として認められているアビトゥア資

格（ライフェを含む）
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　③　フランス共和国において大学入学資格として認められているバカロレア資格
　④	　グレート・ブリテン及び北アイルランド連合王国において大学入学資格として認め

られているジェネラル・サーティフィケート・オブ・エデュケーション・アドバンスト・
レベル資格（ＧＣＥ Ａレベル資格）〔１科目以上合格（評価Ｅ以上）していること〕

　　※なお、共同教育学部では日本語を除きます。

3．出　願　手　続

　⑴　出 願 方 法
　　インターネット出願
　　①　インターネットにより、志望情報等を入力する。
　　②　入学検定料を支払う。
　　③　調査書等の提出が必要な出願書類等を郵送する。

⎫
⎬
⎭
①、②、③のすべての手続
きを行います。

＜出願＞
１．インターネット出願は、インターネットでの入力及び入学検定料の支払いを行
っただけでは出願手続き完了にはなりません。以下の期間内に必要な出願書類等
が到着するように、簡易書留速達で郵送する必要があります。

２．インターネット出願ページでの志願者情報登録後、４８時間以内に入学検定料
を支払う必要があります。（ただし、１１月７日（月）１７時まで（医学部医学
科は２月３日（金）１７時まで）となります。）

３．上記１．及び２．を考慮し、早めにインターネット出願を行ってください。

　※	　障害がある等でインターネット出願の利用が難しい方は、下記へ相談してください。
　群馬大学学務部学生受入課入学試験係　電話	０２７−２２０−７１５０

　⑵　出願期間および入学検定料納入期間
期　　　間

事　項 共同教育学部、情報学部、医学部保健学科、理工学部 医学部医学科
インターネット入力及び
入学検定料の支払

２０２２年１０月１９日（水）９時から
	 １１月７日（月）１７時まで

２０２３年１月１１日（水）９時から
２月３日（金）１７時まで

出願期間（提出が必要な
出願書類等の郵送）

２０２２年１１月１日（火）から
	 １１月７日（月）まで（必着）

２０２３年１月２３日（月）から
２月３日（金）まで（必着）

　　　注意事項
　　	　出願書類等（出願確認票、写真票、調査書等）の提出は、必ず簡易書留速達で郵送

してください。簡易書留速達以外で郵送した場合、事故があっても本学ではその責任
は負いません。

　　	　出願書類等は、出願期間内に必ず届くよう、郵送期間を十分考慮のうえ、発送して
ください。

　　	　ただし、出願期間後（１１月８日（火）以降）に到着した場合でも、１１月７日（月）
までの（１１月７日（月）を含む）発信局消印がある「簡易書留速達」に限り受理し
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ます。医学部医学科は、出願期間後（２月４日（土）以降）に到着した場合でも、２
月３日（金）までの（２月３日（金）も含む）発信局消印がある「簡易書留速達」に
限り受理します。

　　	　なお、特別な事情がある場合については、２０２２年１０月３１日（月）１７時
１５分まで（医学部医学科は２０２３年１月２３日（月）１７時１５分まで）に下記
へ連絡してください。

　　　群馬大学学務部学生受入課入学試験係　電話	０２７−２２０−７１５０

　⑶　インターネット出願の流れ・アクセス方法

　⑷　入学検定料支払の方法
　　　入学検定料：１７,000円
　　	　インターネット出願ページで選択・入力した支払方法により、支払手続を行ってく

ださい。出願登録時から４８時間以内に支払う必要があります。（ただし、１１月７
日（月）１７時まで（医学部医学科は２月３日（金）１７時まで））

　　　入学検定料の他に別途必要な事務手数料は、志願者負担となります。
　　　検定料を免除する場合は、支払方法選択画面で「検定料免除」を選択してください。
　　　なお、検定料の免除については４２・４３ページを参照してください。

Step1 以下の本学ホームページからインターネット出願ページにアクセス 

Step2 志願者情報等を登録

Step3 出願確認票、写真票、封筒貼付用宛名ラベルを印刷

⎫
｜
⎬
｜
⎭Step4 入学検定料の支払い

Step5 出願書類等を郵送　（１１月７日（月）まで（医学部医学科は２月３日（金）まで）（必着））

４８時間以内
（ただし、１１月７日（月）
１７時まで（医学部医
学科は２月３日（金）
１７時まで））

　※	メール受信設定でドメイン設定を行っている場合はメールが届かないことがありますので、ドメイン
（@sak-sak.net）を受信指定してください。
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　⑸　入学検定料の返還について
　　	　既納の検定料は原則として返還しません。
　　	　ただし、検定料を振り込み後、本学に出願しなかった場合又は書類の不備等により

受理されなかった場合、あるいは重複振り込み等所定の金額より多く振り込んだ場合
は、下記手続により返還します。

　　	　返還に当たっては便せん等を用い、次のア〜オを明記した検定料返還申出書を作成
して群馬大学財務部経理課へ郵送してください。

群馬大学帰国生選抜検定料返還申出書
ア　返還申出の理由
イ　氏名（フリガナ）
ウ　郵便番号、現住所
エ　連絡電話番号
オ　志望学部

　　返還申出書送付先
　　〒３７１–８５１０　群馬県前橋市荒牧町４−２
　　　　　　　　　　　 群馬大学財務部経理課収入係　電話０２７−２２０−７０６２
　　返還される金額は、振込手数料を差し引いた金額となります。

　⑹　入学検定料の免除について
　　	　東日本大震災及び風水害等の災害に罹災した志願者については、特別措置として検
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定料の全額を免除します。
　　　検定料の免除の対象者
　　１．東日本大震災に係る特別措置
　　　⑴	　東日本大震災における災害救助法が適用されている地域で罹災した志願者で、

以下のいずれかに該当する者
　　　　①　学資負担者が所有する自宅家屋が全壊、大規模半壊、半壊又は流失した者
　　　　②　学資負担者が死亡又は行方不明の者
　　　⑵	　学資負担者の居住地が、福島第一原子力発電所で発生した事故により、警戒区

域、計画的避難区域、帰還困難区域、居住制限区域及び避難指示解除準備区域に
指定された者

　　２．風水害等の災害に係る特別措置
　　　⑴	　出願期限の日から前１年以内に発生した風水害等の災害において、災害救助法

が適用されている地域で罹災した志願者で、以下のいずれかに該当する者
　　　　①　学資負担者が所有する自宅家屋が全壊、大規模半壊、半壊又は流失した者
　　　　②　学資負担者が死亡又は行方不明の者
　　　⑵	　本学が指定する風水害等の災害における「災害救助法適用地域」については、

本学ホームページ（入試情報＞学費・奨学金）を御確認ください。
　　	　上記に該当される方は、当該「検定料免除申請書」を本学ホームページ（入試情報

＞学費・奨学金）からダウンロードし、関係書類を添え出願書類に同封して申請して
ください。書類の提出に関する問合せ等は、平日８時３０分から１７時１５分の間に
学務部学生受入課〔電話０２７−２２０−７１４９〕まで連絡してください。URL：
（https	://www.gunma-u.ac.jp/）

　　	　また、インターネットでの入力の際は、支払方法選択画面で「検定料免除」を選択
してください。

　⑺　提出が必要な出願書類等
　　　提出封筒を準備して、次に掲げる書類等を提出してください。
　　	　なお、出願書類等に不足等がある場合、出願を受け付けることができませんので、

注意してください。また、外国語によるものは、日本語の訳をつけてください。
出願書類等 対象者 摘　　　　　　　　　　要

①出願確認票

志願者全員

　インターネット出願ページの出願登録完了画面からＡ４サイズで印刷して
ください。

②写真票

　インターネット出願ページの出願登録完了画面からＡ４サイズで印刷して
ください。なお、以下の点に留意して提出ください。
【写真】
上半身脱帽正面向きで出願前３ヶ月以内に単身で撮影した写真１枚（縦４cm
×横３cm）を写真貼付欄に貼り付けてください。

③身上記録書 様式１

④	成績証明書

ａ．「２.帰国生選抜の出願要件」(１)又は(２)の該当者
　出身校の成績証明書を提出してください。
ｂ．「２.帰国生選抜の出願要件」(３)−①の該当者
　国際バカロレア事務局（International	Baccalaureate	Office）が授与す
る国際バカロレア資格証明書の写し及び最終試験６科目の成績評価証明書を
提出してください。
ｃ．「２.帰国生選抜の出願要件」(３)−②の該当者
　一般大学入学資格証明書の写し及び成績証明書を提出してください。
ｄ．「２.帰国生選抜の出願要件」(３)−③の該当者
　バカロレア資格証明書及び成績評価証明書を提出してください。
ｅ．「２.帰国生選抜の出願要件」(３)−④の該当者
　ＧＣＥ	Ａレベルの成績評価証明書を提出してください。
ｆ．国家試験等の統一試験（アメリカ合衆国のＳＡＴ等）を受験している者は、
その成績評価証明書等を提出してください。
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出願書類等 対象者 摘　　　　　　　　　　要

⑤卒業・修了（見込）
証明書又は卒業・
修了証書の写し

該当者のみ

「２.帰国生選抜の出願要件」(１)又は(２)の該当者
（外国語によるものは、日本語の訳をつけてください。）

⑥	調査書

　日本の高等学校に在籍したことのある者は提出してください。
※１	　出身学校の事情（廃校及び被災等を含む）により、出身学校長の調査

書が得られない場合は、卒業証明書、成績通知表（成績通信簿）及びそ
の他入学志願者が提出できる書類を、調査書に代えて提出してください。

※２	　本人が被災等により※１の書類も整えられない場合は、出身学校を所
管する教育委員会、知事又は出身学校長が作成したこの内容を証明でき
る書類を提出してください。

⑦語学検定試験の
成績

　ＴＯＥＩＣ、ＴＯＥＦＬ等語学検定試験を受験した者は、成績、スコアを
提出してください。

⑧住民票の写し
　日本国に永住権を有する外国籍の者は、市区町村長の発行する「個人番号
が記載されていない住民票の写し（国籍、在留資格が記載されたもの）」を
提出してください。

⑨作品制作証明書
及び美術活動調査
書

共同教育学部
美術専攻志願者

様式２、３　以下のとおり作成し、まとめて角形３号封筒に入れ、厳封した
もの。
（様式２）作品制作証明書は、志願者本人が出身学校在籍中に制作した作品
の写真（１作品につき写真１枚）を作品写真貼付欄に貼り付け、必要事項を
記入する。
・５点以内とする。
・作品の分野は問わない。
・裏面の特記事項等は、記載責任者（※）が記入する。
（様式３）美術活動調査書は、作品制作証明書を基に出身学校長が作成する。	

※	　記載責任者になれる者は、志願者が在籍する出身学校で美術又は工芸の
授業を担当している者。

⑩入選・入賞を確
認できる資料等

共同教育学部
美術専攻志願者

　特に様式は指定せず、コピーでもよいが、「作品制作証明書」の内容を確
認できるもの。

　　注意事項
　　１　出願書類の※印欄は、記入しないでください。
　　２　出願書類に不備がある場合は受理しないことがあります。
　　３	　受理された出願書類は、いかなる理由があっても返還しません。また、いかなる

理由があっても変更は認めません。
　　４	　出願書類に虚偽の記載をしたことが判明した場合は、入学許可を取り消すことが

あります。

　⑻　提出が必要な出願書類等の提出先及び提出方法
　　①　提出封筒の準備
　　　　封筒及び必要書類を用意し、提出してください。
　　　ア．	必ず、角形２号封筒（横２４㎝×縦３３．２㎝で	Ａ４サイズの書類を折らずに

入れることができる封筒）を使用してください。
　　　　　長形３号定型封筒（横１２㎝×縦２３．５㎝）は使用できません。

角形２号封筒
（Ａ４の書類を折らずにいれることができる封筒）

長形３号定型封筒
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　　　イ．	出願登録完了画面から「封筒貼付用宛名ラベル」を印刷し、アの封筒の表（宛名）
面に貼付してください。　

　　②提出が必要な出願書類等の封入
　　	　４３ページの３．⑺提出が必要な出願書類等を確認し、必要な書類等を封入してく

ださい。
　　③簡易書留速達郵便で送付
　　	　３９ページの３．⑵出願期間および入学検定料納入期間の「出願期間（提出が必要

な出願書類等の郵送）」の郵送期間内に必ず到着するよう、 簡易書留速達 で郵送し
てください。

　⑼　問合せ先
　　受験に関する質問等は、下記へ問合せてください。
　　群馬大学学務部学生受入課入学試験係　電話　０２７−２２０−７１５０
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４．受験票について
　	　インターネット出願により登録した内容と、本学に届いた出願書類の内容が確認され、
出願が受理されると、１１月１０日（木）から１１日（金）の間（医学部医学科は２月
７日（火）から１５日（水）の間）にその旨をメールでお知らせすると同時に受験票Ｐ
ＤＦの印刷が可能になります。再度、インターネット出願ページにアクセスし、受験票
ＰＤＦを白色のＡ４用紙で印刷し、当日必ず持参してください。本学からの受験票の送
付はありません。
　※	　受験票ＰＤＦを印刷したら、受験者氏名等が出願した内容と相違ないか確認してく

ださい。万一記載に誤りがある場合や、１１月１１日（金）（医学部医学科は２月
１５日（水））を過ぎても印刷できない場合には、下記まで連絡をしてください。

　　　群馬大学学務部学生受入課入学試験係　電話	０２７−２２０−７１５０
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５．選　抜　方　法
　◎　共同教育学部
　　	　選考は、日本語による小論文・面接・実技試験（美術専攻）及び出願書類を総合し

て判定します。

　試験等	 ○は課す　×は課さない　
専　　攻 小論文 面　　　接 実技試験 備　　　考

社 会 専 攻 ○ ○ 集団面接／約３０分／面接員複数 ×

数 学 専 攻 ○ ○
集団面接／２０〜３０分／面接員
複数／基本的な数学の知識を問う
ことを含む

×

理 科 専 攻 ○ ○
集団面接／３０〜４０分／面接員
複数／理科の専門的知識を問うこ
ともある

×

美 術 専 攻 × ○ 集団面接／２５〜３０分／面接員
複数 ○

用意された材料・用
具を用いた立体造形
物の制作及び鉛筆
デッサン。
◦デッサンのための
鉛筆、消具等は、受
験者が用意してくだ
さい。
◦実技試験時間は３
時間です。

「様式２　作品制作証明
書」に作品写真を貼り付
け、必要事項を記入し、
「様式３　美術活動調査
書」とともに願書と一緒
に提出してください。

特別支援教育専攻 ○ ○ 集団面接／約３０分／面接員複数 ×
（注）面接時間は状況に応じて変わる場合があります。

　試験等日時

　試験場
試　験　場 所　在　地 試験場までの交通案内

群 馬 大 学
共 同 教 育 学 部 前橋市荒牧町４−２ ７７ページ「試験場までの交通案内」参照

　（注）試験当日における付添者の試験場への入構は、ご遠慮願います。

時　間
月　日

11
月
19
日
（
土
）

（注）　1　受験者の入構開始時刻は８時です。諸注意等があるので試験開始３０分前までには、定められた試験室に入室してください。
　　　 2　遅刻した者は、志望する専攻の試験開始後３０分までは受験を認めます。ただし、試験時間は延長しません。
　　　 3　受験者数により、途中昼食時間を入れることもあります。
　　　 4　終了時間は延長される場合があります。
　　　 5　面接の順番により、終了時刻が異なります。

小論文
小論文
小論文

小論文

社会専攻
数学専攻
理科専攻
美術専攻
特別支援教育専攻

面接
面接
面接

面接
面接実技

8:20 9:00 15:0013:0012:0011:00
10:30 13:308:40

諸
注
意

受　
付
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　◎　情報学部
　　	　選考は、日本語による小論文・面接・学力テスト（数学及び英語）及び出願書類を

総合して判定します。

　試験等	 ○は課す　×は課さない　
小　論　文 面　　　接 学力テスト 備　　　考

○ 文系型又は理系型のい
ずれかを当日、選択 ○ 個人面接／１５分／

面接員複数 ○ 数学及び英語
数学は「数Ⅰ、数Ⅱ、数Ａ、
数Ｂ」又は「数Ⅰ、数Ⅱ、
数Ⅲ、数Ａ、数Ｂ」のいず
れかから出題

（注）面接時間は状況に応じて変わる場合があります。

　試験等日時

　試験場
試　験　場 所　在　地 試験場までの交通案内

群 馬 大 学
情 報 学 部 前橋市荒牧町４−２ ７７ページ「試験場までの交通案内」参照

　（注）試験当日における付添者の試験場への入構は、ご遠慮願います。

　◎　医学部医学科
　　	　選考は、数学、理科、小論文、面接及び出願書類を総合して判定します。（大学入

学共通テストは課しません。）
　　	　なお、帰国生選抜の出願要件(３)①〜④の資格取得者(国際バカロレア資格等取得

者)、ＴＯＥＩＣ、ＴＯＥＦＬ等の語学検定取得者は、出願時に成績･スコアを提出す
ることにより総合判定の参考とします。
教 科 ・ 科 目 等 出　題　意　図

数　学 数Ⅰ、数Ⅱ、数Ⅲ、数
Ａ、数Ｂ

数学的な知識、能力（計算力、数理的思考力）が備わっているか
判断します。

理　科 物基、物、化基、化 ・物理に関する基礎的な知識をみるとともに、基礎的な知識を用
いて問題を解析し、的確に表現する総合的な能力を評価します。
・高等学校で学ぶ「化学基礎」及び「化学」から幅広く出題し、
化学に関する学習内容の理解度を評価します。

小論文 国語と英語の能力を問
うことがあります。

医学の勉学に必要な理解力、思考力、文章表現力などを含む総合
力を判定する問題を課します。

面　接 個人面接／２５分／
面接員複数

医学を学び、将来は医学・医療に携わって社会に貢献する人材と
してふさわしい人格と適性を評価します。

（注）面接時間は状況に応じて変わる場合があります。

時　間
月　日

１１月１９日（土） 小論文 学力
テスト 面　接

受　
付

諸
注
意

諸
注
意

諸
注
意

8:20 9:00
8:40 11:10 13:40

11:2011:00 13:5012:20

（注）　1　受験者の入構開始時刻は8時です。諸注意等があるので試験開始３０分前までには、定められた試験室に入室してください。
　　　 2　遅刻した者は、試験開始後３０分までは受験を認めます。ただし、試験時間は延長しません。
　　　 3　面接の順番により、終了時刻が異なります。
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　試験等日時

　試験場
試　験　場 所　在　地 試験場までの交通案内

群 馬 大 学
医 学 部 前橋市昭和町３−３９−２２ ７８ページ「試験場までの交通案内」参照

　（注）試験当日における付添者の試験場への入構は、ご遠慮願います。

　◎　医学部保健学科
　　	　選考は、小論文Ⅰ（英語による出題）・小論文Ⅱ（文系の出題）・小論文Ⅲ（理系の出題）、

面接及び出願書類を総合して判定します。

　試験等	 ○は課す　×は課さない　
小　論　文 面　　　接 備　　　考

○ ○ 個人面接／２０分／
面接員複数

（注）面接時間は状況に応じて変わる場合があります。

　試験等日時

時　間
月　日

１１月１８日（金）

１１月１９日（土）
面　　接

面接の詳細については１１月１８日（金）に通知します。

8:40 10:009:30 12:00 13:30 14:30
9:40 13:10

小論文
（Ⅰ･Ⅱ）

小論文
（Ⅲ）

諸
注
意

受　
付

諸
注
意

（注）　1　諸注意等があるので試験開始３０分前までには、定められた試験室に入室してください。
　　　 2　遅刻した者は、試験開始後３０分（面接は集合時刻の３０分後）までは受験を認めます。ただし、試験時間は
　　　　　延長しません。

時　間
月　日

２月２５日（土）

２月２６日（日）
受　付
諸注意
面　接

面接の詳細については２月２５日（土）に通知します。

9:00 12:40 15:40
8:00 15:0013:0011:309:30 17:3016:00

小論文理科数学
諸
注
意

受　
付

諸
注
意

諸
注
意

（注）　1　諸注意等があるので試験開始３０分前までには、定められた試験室に入室してください。
　　　 2　遅刻した者は、試験開始後３０分（面接は集合時刻の３０分後）までは受験を認めます。ただし、試験時間は延長しません。
　　　 3　面接試験時に追加の資料提出は認めません。
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　試験場
試　験　場 所　在　地 試験場までの交通案内

群 馬 大 学
医 学 部 前橋市昭和町３−３９−２２ ７８ページ「試験場までの交通案内」参照

　（注）試験当日における付添者の試験場への入構は、ご遠慮願います。

　◎　理工学部
　	　選考は、出願書類、面接を総合して判定します。

　試験等	 ○は課す　×は課さない　
類 面　　　接 備　　　考

物 質 ・ 環 境 類 ○
個人面接／約２０分／面接員複数／理工
学教育を受けるための基礎能力に関する
口頭試問を含む 面接の結果に著しく不良のものがあった場合

は、その他の結果にかかわらず不合格となる
ことがあります。電 子 ・ 機 械 類 ○

個人面接／約２０分／面接員複数／理工
学教育を受けるための基礎能力に関する
口頭試問を含む

（注）面接時間は状況に応じて変わる場合があります。また、面接時間の長さは合否には影響しません。

　試験等日時

　試験場
試　験　場 所　在　地 試験場までの交通案内

群 馬 大 学
理 工 学 部 桐生市天神町１−５−１ ７９ページ「試験場までの交通案内」参照

　（注）試験当日における付添者の試験場への入構は、ご遠慮願います。

時　間
月　日

１１月１７日（木） 面　　　接
諸
注
意

受　
付

8:00
8:30
9:00 17:00

（注）　1　受験者の入構開始時刻は８時です。諸注意等があるので試験開始３０分前までには、定められた試験室に入室してください。
　　　 2　遅刻した者は、試験開始後３０分までは受験を認めます。
　　　 3　面接の順番により、終了時刻が異なります。
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6．障害等のある入学志願者との事前相談について

　　本学では障害等のある学生への修学支援を行っております。
　	　障害等があって、受験上及び修学上の配慮を必要とする場合は、出願に先立ち、あら
かじめ本学と相談してください。
⑴　相談の時期
　◎共同教育学部、情報学部、医学部保健学科、理工学部
　　　２０２２年１０月３日（月）までとしますが、なるべく早い時期に相談してください。
　　	　ただし、点字又は代筆による解答を希望する者は、２０２２年１０月３日（月）以

前のできるだけ早い時期に相談してください。
　　　時期を過ぎてからの相談は、対応できない場合がありますので、ご留意ください。
　◎医学部医学科
　　　２０２３年１月５日（木）までとしますが、なるべく早い時期に相談してください。
　　	　ただし、点字又は代筆による解答を希望する者は、２０２３年１月５日（木）以前

のできるだけ早い時期に相談してください。
　　　時期を過ぎてからの相談は、対応できない場合がありますので、ご留意ください。
⑵　相談の方法
　	　本学所定の相談書（本学ホームページ参照　https://www.gunma-u.ac.jp/
admission/adm001/g2117）に医師の診断書等必要書類を添付して提出してください。
　	　必要な場合は、本学において志願者又はその立場を代弁し得る方との面談等を行います。
⑶　相談書送付先
　　　〒３７１−８５１０　前橋市荒牧町４−２　電話：０２７−２２０−７１５０
　　　群馬大学学務部学生受入課入学試験係

７．合 格 者 の 発 表
　	　選考結果は、共同教育学部、情報学部、医学部保健学科、理工学部においては２０２
２年１２月６日（火）、医学部医学科においては２０２３年３月８日（水）付けで合格
者本人（インターネット出願時に入力した住所あて）に郵便（発表当日の発送）で通知
します。併せて、合格者の受験番号を本学ホームページ（入試情報）に同日の１０時以
降から入学手続日まで掲載します。

　　群馬大学ホームページ：https://www.gunma-u.ac.jp/

　　大学構内での掲示等は行いません。
　	　なお、合否についての電話による問合せには、応じません。

８．受　験　心　得

⑴	　受験票を必ず持参し、試験場に入構の際、提示してください。なお、合格後、入学手
続の際にも必要となりますので大切に保管してください。
⑵	　課せられた試験等は､	全て受験しなければ失格となります｡
⑶	　試験室では､受験番号と同じ番号の席に着き､受験票を机上の右上隅においてください｡
⑷	　遅刻した者は、試験開始後３０分までは受験を認めます。ただし、試験時間は延長し
ません。
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⑸　試験時間中は、監督者の指示に従ってください。
⑹	　以下のことをすると不正行為となります。不正行為を行った場合は、その場で受験の
中止と退室を指示され、受験資格を失うことになります。
　	　また、悪質と判断された場合は、警察に被害届を提出する場合があります。
　　ア	　写真票に本人以外の写真を貼ることや解答用紙に本人以外の氏名・受験番号を記

入した場合
　　イ	　カンニング（試験の教科・科目に関係するメモやコピーなどを見たりすること、

他の受験者の答案等を見ること、他の人から答えを教わることなど。）をすること。
　　ウ	　他の受験者に答えを教えたり、カンニングの手助けをすること。
　　エ	　配付された問題冊子や解答用紙を、その試験時間が終了する前に試験室から持ち

出すこと。
　　オ　「解答はじめ。」の指示の前に、問題冊子を開いたり、解答を始めること。
　　カ	　試験時間中に、携帯電話、スマートフォン、ウェアラブル端末、タブレット端末、

電子辞書、ＩＣレコーダー、イヤホン、音楽プレーヤー等の電子機器類をかばん等
にしまわず、身に付けていたり、使用すること。

　　キ	　「解答やめ。」の指示に従わず、解答を続けること。
　　ク　試験場において他の受験者の迷惑となる行為や監督者等の指示に従わないこと。
　　ケ　その他、試験の公平性を損なうおそれのある行為をすること。
⑺	　試験時間中に日常的な生活騒音等（監督者の巡回による足音・監督業務上必要な打ち
合わせなど、航空機・救急車・自動車・風雨・空調の音など、周囲の受験者の咳・くしゃ
み・鼻をすする音など、携帯電話や時計等の短時間の鳴動、周囲の建物のチャイム音など）
が発生した場合でも救済措置は行いません。
⑻	　試験開始時には必ず解答用紙（下書用紙とも）に本学受験番号及び氏名を記入してく
ださい｡
⑼　途中退場は認めません｡
⑽　試験終了時には､直ちに答案から手を離し､	監督者の指示を待ってください｡
⑾　辞書の使用は認めません。
⑿	　本学受験票のほかに試験時間中、机の上に置けるものは、次のとおりです。これ以外
の所持品を使用又は置いている場合には、解答を一時中断させて、試験終了まで預かる
ことがあります。
　　・	黒鉛筆（ＨＢに限る。）（美術専攻の実技試験を除く）、鉛筆キャップ、シャープペ

ンシル
　　・プラスチック製の消しゴム
　　・鉛筆削り（電動式・大型のもの・ナイフ類は不可。）
　　・	時計（辞書、電卓、端末等の機能があるものや、それらの機能の有無が判別しづら

いもの・秒針音のするもの・キッチンタイマー・大型のものは不可。）
　　・眼鏡、ハンカチ、目薬、ティッシュペーパー（袋又は箱から中身だけ取り出したもの。）
　　・数学受験の際は定規（直線又は三角）、　コンパス。
⒀	　解答は	ＨＢ	の鉛筆（シャープペンシル可）を使用してください｡（共同教育学部美術
専攻の実技試験を除く）

⒁	　共同教育学部、情報学部、医学部医学科、保健学科の受験者は、昼食を必ず持参して
ください｡

⒂	　マスクを必ず持参し、着用してください。
⒃	　このほか場合により受験上の注意事項を試験場に掲示するので､よく見ておいてくだ
さい｡
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9．入 学 手 続 等

　	　「合格通知書」とともに同封する「入学手続案内」を参照し、次のとおり入学手続を行っ
てください。
⑴　入学手続期間
　　　◎共同教育学部、情報学部、医学部保健学科、理工学部
　　　　２０２２年１２月７日（水）から１２月１４日（水）までに郵送必着
　　　◎医学部医学科
　　　　２０２３年３月１５日（水）までに郵送必着

⑵　入学手続に必要なもの
　①	　入学料　２８２，０００円
　　　（注）ア　入学時に入学料の改定が行われた場合は、改定金額を適用します。
　　　　　　イ　入学料の納入方法等は、別途連絡します。
　　　　　　ウ　納入した入学料は、いかなる理由があっても返還しません。
　②　本学の受験票
　③　入学手続案内で指示するもの

⑶　入学後に必要な納付金
　①	　授業料　前期分　２６７，９００円　　年額　５３５，８００円
　　　（注）ア	　入学時および在学中改定が行われた場合は、改定金額を適用します。
　　　　　　イ　授業料の納入方法等は、別途連絡します。
　　　　　　ウ	　授業料の納入については、希望により入学料の納入の際に、前期分又は

前期分・後期分を合わせて納入することができます。
　　　　　　エ	　授業料を納入した入学手続完了者が、２０２３年３月３１日（金）まで

に入学を辞退した場合は、納入した者の申し出により、所定の手続きの上、
納入した授業料相当額を返還します。

　②	　入学料、授業料の他に、各学部等で次の諸経費があります（納入日等は後日指示さ
れます。なお、金額は予定であり、入学時及び在学中に改定が行われる場合がありま
す）。

　共同教育学部… ４６，６６０円〔	内訳	：	教育学部同窓会学部後援部会費　３５，０００円／同窓会
入会金　２，０００円／学生教育研究災害傷害保険料	３，３００
円／学研災付帯賠償責任保険料	１，３６０円／荒牧クラブ・サー
クル協議会費	５，０００円〕　※その他テキスト代として、年間２
５，０００円程度必要になります。

　情 報 学 部… ４９，６６０円〔	内訳	：	後援会費　２０，０００円／同窓会費　２０，０００円／
学生教育研究災害傷害保険料	３，３００円／学研災付帯賠償責任
保険料	１，３６０円／荒牧クラブ・サークル協議会費	５，０００円〕
※その他テキスト代として、年間２０，０００円程度が必要にな
ります。

　医学部医学科…３０４，３００円〔	内訳	：	後援会費　１００，０００円（共用試験等受験料を含む）
／刀城クラブ・同窓会終身会費　１７０，０００円／学生教育研
究災害傷害保険料	４，８００円／学研災付帯賠償責任保険料	３，
０００円／医療費補助会費　１２，０００円／荒牧クラブ・サー
クル協議会費	５，０００円／学友会費　９，５００円〕　※その
他テキスト代として、年間１５０，０００円程度必要になります。

　医学部保健学科… ９４，３７０円〔	内訳	：	後援会費　４０，０００円／同窓会終身会費　４０，００
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０円／学生教育研究災害傷害保険料	３，３７０円／学研災付帯賠
償責任保険料	２，０００円／荒牧クラブ・サークル協議会費	５，
０００円／学友会費　４，０００円〕　※その他テキスト代として、
年間７０，０００円程度必要になります。

　　※	　医学部学生は患者さん及び本人の感染防止のため、麻疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎・Ｂ型
肝炎・結核等の予防接種・感染症検査を受ける必要があります。なお、検査・ワクチン接種にか
かる費用は自費となります。

　理 工 学 部… ８９，５６０円〔	内訳	：	後援会費　２０，０００円／工業会費（同窓会終身会費）　
５０，０００円／学生教育研究災害傷害保険料	３，３００円／学
研災付帯賠償責任保険料	１，３６０円／荒牧クラブ・サークル協
議会費	５，０００円／学友会費９，９００円〕　※その他テキスト
代として、年間４４，０００円程度必要になります。

⑷　入学料免除・徴収猶予及び授業料免除・徴収猶予
　	　特別な事情により学費の納入が著しく困難であると認められた者（外国人留学生を除
く日本学生支援機構給付型奨学金支給対象者等）に対して、入学料及び授業料を免除す
る制度があります。また、所定の納期までに入学料又は授業料の納入が困難であると認
められた者に対して、入学料又は授業料の徴収を一定期間猶予することがあります。
　	　申請を希望する者は、群馬大学ホームページ（https：//www.gunma-u.ac.jp/）の「入
試情報＞学費・奨学金」を御覧ください。
　　問合せ先　群馬大学学務部学生支援課学生生活係　電話：０２７−２２０−７１４１
⑸　奨学金
　	　経済的理由により修学に困難がある、学業・人物ともに優れた学生に対し、修学を援
助するために日本学生支援機構等による奨学金の貸与・給付制度があります。
　	　希望する者は、群馬大学ホームページ（https://www.gunma-u.ac.jp/）の「入試情
報＞学費・奨学金」を御覧ください。
　　問合せ先　群馬大学学務部学生支援課学生生活係　電話：０２７−２２０−７１４２

１0．一般選抜等への出願について

　	　本選抜において不合格となった者は、本学の他の選抜又は他大学の選抜に出願するこ
とができます。
　	　大学入学共通テストを受けた者で国立大学の一般選抜に出願しようとする者は、各大
学の所定の方法により、「前期日程」から一つ、「後期日程」から一つの、合計二つの大学・
学部に出願できます。（公立大学については、協会ホームページ（https://www.
kodaikyo.org/）参照）
　	　なお、本学の他の選抜へ再度出願する場合でも、一般志願者と全く同様の出願手続（検
定料は、１７，０００円）が必要です。
　※	本選抜において医学部医学科を受験する者について、大学入学共通テストを受けた者

で国公立大学の一般選抜後期日程に出願しようとする者は、各大学所定の方法により
「後期日程」から一つの大学、学部に出願できます。

　　（本学の医学部医学科は「後期日程」を実施しません。）
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１１．入　学　準　備

　	　本学では、入学手続を行った者に対し、基礎学力維持のため、２０２３年１月実施の
大学入学共通テストにおいて、入学学部が一般選抜前期日程試験で課している教科・科
目を自主的に受験しておくことを推奨します。

１2．出願書類の記入上の注意
⑴　黒のボールペン又は万年筆を使用してください。
⑵　必要事項は楷書で正確に記入し、該当事項はもれなく○で囲んでください。
　　なお、※印欄は記入しないでください。

１3．2023年度入試情報開示について

　群馬大学では、特別選抜について、次のとおり開示し提供します。
⑴　開示する基本的情報
　志願者数
　受験者数
　合格者数　　　　……２０２３年５月８日（月）
　入学者数　　　　　　以降に、本学のホームページにて掲載します。
　入学辞退者数
　◦	個別学力検査等の試験問題及び解答例、小論文・面接の「評価のポイント」…

２０２３年１０月頃までに、本学ホームページにて掲載します。

⑵　閲覧による開示情報
　◦入学に関する規則・規程等
　◦入試実施体制
　	　開示期間は、２０２３年４月３日（月）から５月２６日（金）までとします。（土・
日曜日、祝休日を除く。）

１４．入学志願者の個人情報保護について

　群馬大学では、提出された出願データ及び出願書類により取得した志願者の個人情報及
び入学試験の実施により取得した受験者の個人情報について、「国立大学法人群馬大学保
有個人情報管理規程」等に基づいて取扱い、次の目的以外には利用しません。
　○	入学者選抜に関する業務（統計処理などの付随する業務を含む。）
　○	入学手続完了者にあっては、入学者データとして入学後の就学指導業務、学生支援業

務及び授業料徴収業務
　○	大学運営上の目的で行われる調査・研究に関する業務（入試の改善や志願動向の調査・

分析、各種統計資料作成業務を含む。）
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　なお、当該個人情報を利用した調査・研究結果の発表に際しては個人が特定できないよ
うに処理します。
　また、本学の上記業務にあたり、一部の業務を個人情報の適切な取扱いに関する契約を
締結した上で、外部の事業者に委託することがあります。

１５．入試過去問題の利用について

⑴	　本学は、「入試過去問題活用宣言」に参加しており、本学の入学者受入方針（アドミッ
ション・ポリシー）を実現するために必要と認める範囲で、「入試過去問題活用宣言」
参加大学の入試過去問題を使用して出題することがあります。
⑵	　入試過去問題を使用して出題する場合は、一部を改変することもあります。また、必
ず使用するとは限りません。
⑶	　入試過去問題を使用して出題した場合は、入試終了後に受験者に分かる形で使用過去
問題を公表します。
⑷	　「入試過去問題活用宣言」の詳細及び参加大学の一覧については、次のＵＲＬにて公
表しております。
　　https://www.nyushikakomon.jp/

１6．プログラムについて（情報学部）

　情報学部情報学科では、人文情報プログラム、社会共創プログラム、データサイエンス
プログラム、計算機科学プログラムからなるプログラム制を採用しています。各学生は、
それぞれの希望に応じて、２年次から配属するプログラムを選択することができます。
　なお、各プログラムの特徴は以下のとおりです。

（人文情報プログラム）
　人文科学的知見を活用して高度情報化社会における課題を探索する能力を修得し、課題
解決のための実践的理念を提供できる能力を養成します。

（社会共創プログラム）
　高度情報化によるシステム（制度）の変化について、社会科学的知見を活用して課題を
発見し、社会的課題の解決および社会目標の達成のためのシステム（制度）の構築や方策
を提案できる能力を養成します。

（データサイエンスプログラム）
　社会全体から集められるビッグデータを、情報システムを利用して収集する方法を設計
し、集まったデータから、目的とする価値に適合した解決策を導く能力を養成します。

（計算機科学プログラム）
　計算機や情報ネットワークをその数理的原理から理解することで、進歩の速い情報技術
をフォローアップできる能力を持ち、人工知能や各種情報システムを研究開発できる能力
を養成します。
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１７．類及び進級について（理工学部）

　理工学部は、類による選抜を実施しております。
　「類」とは幅広く理工学を学ぶためのものです。分野横断的な教育を強化し、ＩｏＴ
（Internet	of	Things：モノのインターネット）や持続可能な社会に向けた課題解決がで
きる人材を育成します。
　入学後はまず「類」に所属し、教養教育や理工学基礎科目、類共通科目などを通して幅
広い知識を身に付けます。その後、自分の適性を考えながら「プログラム」を選択します。
従来の伝統的な学術分野を背景とするプログラムに加えて、理工学の知識を基にした食品
工学、化学と物理の融合した材料科学、電気と機械の融合した知能制御などユニークなプ
ログラムによって、みなさんの専門性を育てていきます。
　進級する教育プログラムについては、学生の希望や成績等をもとに決定されます。

⑴	　物質・環境類　２年次後期から、応用化学プログラム、食品工学プログラム、材料科
学プログラム・化学システム工学プログラム、土木環境プログラムに分かれます。材料
科学プログラム・化学システム工学プログラムについては、３年次後期に「材料科学プ
ログラム」と「化学システム工学プログラム」に分かれます。
　①応用化学プログラム
　　　物質の性質・構造に関する分野や遺伝子、生命科学分野について学びます。
　②食品工学プログラム
　　　食品工学の基礎や食品の製造に関わる食品生産科学について学びます。
　③材料科学プログラム
　　	　物質科学と金属工学を基軸として、材料開発に関する基礎から最先端の知識と技術

を幅広く学びます。
　④化学システム工学プログラム
　　	　物質・エネルギーを無駄なく、クリーンに利用・生産するための知識と技術を学び

ます。
　⑤土木環境プログラム
　　	　自然災害からの防御や社会的・経済的基盤の計画・整備・維持管理のための技術を

学びます。

⑵　電子・機械類　３年次前期から、三つの教育プログラムに分かれます。
　①機械プログラム
　　　エネルギー変換技術や材料加工技術、機械力学技術について学びます。
　②知能制御プログラム
　　	　超スマート社会を創造する知能化メカトロ制御技術、ＩｏＴによるエネルギー制御

技術について学びます。
　③電子情報通信プログラム
　　　最先端のデバイス、通信技術、ＩｏＴシステムなどの情報技術について学びます。
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Ⅱ．2023年度（令和５年度）　社会人選抜学生募集要項

１．社会人選抜を実施する学部・学科及び募集人員
学　　　部 学　　　　　科 専　　　　　攻 募　集　人　員
情 報 学 部 情 報 学 科 若　干　名

医 学 部 保 健 学 科

看 護 学 専 攻

若　干　名検査技術科学専攻
理 学 療 法 学 専 攻
作 業 療 法 学 専 攻

（注）１．上記以外の学部・学科は実施しません。
　　　２．本選抜は、同一日程の特別選抜と併せて受験することはできません。

2．社会人選抜の出願要件

　	　次の⑴〜⑽までのいずれかに該当する者のうち、２０２３年４月１日現在、情報学部
は社会人経験（家事・家業従事者を含む）５年以上を有する年齢２３歳以上の者、医学
部保健学科は社会人経験（家事・家業従事者を含む）３年以上を有する年齢２５歳以上
の者

　⑴　高等学校を卒業した者又は２０２３年３月３１日までに卒業見込みの者
　⑵　中等教育学校を卒業した者又は２０２３年３月３１日までに卒業見込みの者
　⑶	　通常の課程による１２年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこ

れに相当する学校教育を修了した者を含む。)又は２０２３年３月３１日までに修了
見込みの者

　⑷	　外国において学校教育における１２年の課程を修了した者若しくは２０２３年３月
３１日までに修了見込みの者、又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの

　⑸	　文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育
施設の当該課程を修了した者又は２０２３年３月３１日までに修了見込みの者

　⑹	　専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定め
る基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が
定める日以後に修了した者又は２０２３年３月３１日までに修了見込みの者

　⑺	　文部科学大臣の指定した者
　⑻	　高等学校卒業程度認定試験規則（平成１７年文部科学省令第１号）による高等学校

卒業程度認定試験に合格した者（廃止前の大学入学資格検定規程（昭和２６年文部省
令第１３号）による大学入学資格検定に合格した者を含む。）又は合格見込みの者で、
２０２３年３月３１日までに１８歳に達するもの

　⑼	　学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第９０条第２項の規定により本学以外の大
学に入学した者であって、本学において、大学における教育を受けるにふさわしい学
力があると認めたもの

　⑽	　本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学
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力があると認めた者で、２０２３年３月３１日までに１８歳に達するもの
　
　※	　上記⑼又は⑽によって本学の出願資格を得ようとする者は、本学の入学資格審査を

受け認定を得る必要があります。詳細については、本学ホームページ(https://www.
gunma-u.ac.jp)の入試情報を参照するか、本学学務部学生受入課入学試験係[電話：
０２７−２２０−７１５０]へ問合せてください。

3．出　願　手　続

　⑴　出 願 方 法
　　インターネット出願
　　①　インターネットにより、志望情報等を入力する。
　　②　入学検定料を支払う。
　　③　推薦書等の提出が必要な出願書類等を郵送する。

⎫
⎬
⎭
①、②、③のすべての手続
きを行います。

＜注意＞
１．インターネット出願は、インターネットでの入力及び入学検定料の支払いを行っ
ただけでは出願手続き完了にはなりません。以下の期間内に必要な出願書類等が
到着するように、簡易書留速達で郵送する必要があります。

２．インターネット出願ページでの志願者情報登録後、４８時間以内に入学検定料
を支払う必要があります。（ただし、１１月７日（月）２４時までとなります。）

３．上記１．及び２．を考慮し、早めにインターネット出願を行ってください。

　※	　障害がある等でインターネット出願の利用が難しい方は、下記へ相談してください。
　群馬大学学務部学生受入課入学試験係　電話	０２７−２２０−７１５０

　⑵　出願期間および入学検定料納入期間
事　項 期　間

インターネット入力及び
入学検定料の支払

２０２２年１０月１９日（水）９時から
	 １１月７日（月）２４時まで

出願期間（提出が必要な出願書
類等の郵送）

２０２２年１１月１日（火）から
	 １１月７日（月）まで（必着）

　　　注意事項
　　	　出願書類等（出願確認票、写真票、写真、推薦書等）の提出は、必ず簡易書留速達

で郵送してください。簡易書留速達以外で郵送した場合、事故があっても本学ではそ
の責任は負いません。

　　	　出願書類等は、２０２２年１１月７日（月）までに必ず届くよう、郵送期間を十分
考慮のうえ、発送してください。

　　	　ただし、出願期間後（１１月８日（火）以降）に到着した場合でも、１１月７日（月）
までの（１１月７日（月）を含む）発信局消印がある「簡易書留速達」に限り受理し
ます。
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　　	　なお、特別な事情がある場合については、２０２２年１０月３１日（月）１７時
１５分までに下記へ連絡してください。

　　　群馬大学学務部学生受入課入学試験係　電話	０２７−２２０−７１５０

　⑶　インターネット出願の流れ・アクセス方法

　⑷　入学検定料支払の方法
　　　入学検定料：１７,000円
　　	　インターネット出願ページで選択・入力した支払方法により、支払手続を行ってく

ださい。出願登録時から４８時間以内に支払う必要があります。
　　　入学検定料の他に別途必要な事務手数料は、志願者負担となります。
　　	　検定料免除を申請する場合は、支払方法選択画面で「検定料免除」を選択してくだ

さい。なお、検定料の免除については、６５ページを参照してください。

Step1 以下の本学ホームページからインターネット出願ページにアクセス 

Step2 志願者情報等を登録

Step3 出願確認票、写真票、封筒貼付用宛名ラベルを印刷

⎫
｜
⎬
｜
⎭Step4 入学検定料の支払い

Step5 出願書類等を郵送　（１１月７日（月）まで（必着））

４８時間以内
（ただし、１１月７日（月）
２４時まで）

　※	メール受信設定でドメイン設定を行っている場合はメールが届かないことがありますので、ドメイン
（@sak-sak.net）を受信指定してください。
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　⑸　入学検定料の返還について
　　	　既納の検定料は原則として返還しません。
　　	　ただし、検定料を振り込み後、本学に出願しなかった場合又は書類の不備等により

受理されなかった場合、あるいは重複振り込み等所定の金額より多く振り込んだ場合
は、下記手続により返還します。

　　	　返還に当たっては便せん等を用い、次のア〜オを明記した検定料返還申出書を作成
して群馬大学財務部経理課へ郵送してください。

群馬大学社会人選抜検定料返還申出書
ア　返還申出の理由
イ　氏名（フリガナ）
ウ　郵便番号、現住所
エ　連絡電話番号
オ　志望学部

　　返還申出書送付先
　　〒３７１–８５１０　群馬県前橋市荒牧町４−２
　　　　　　　　　　　 群馬大学財務部経理課収入係　電話０２７−２２０−７０６２
　　返還される金額は、振込手数料を差し引いた金額となります。
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　⑹　入学検定料の免除について
　　	　東日本大震災及び風水害等の災害に罹災した志願者については、特別措置として検

定料の全額を免除します。
　　　検定料の免除の対象者
　　１．東日本大震災に係る特別措置
　　　⑴	　東日本大震災における災害救助法が適用されている地域で罹災した志願者で、

以下のいずれかに該当する者
　　　　①　学資負担者が所有する自宅家屋が全壊、大規模半壊、半壊又は流失した者
　　　　②　学資負担者が死亡又は行方不明の者
　　　⑵	　学資負担者の居住地が、福島第一原子力発電所で発生した事故により、警戒区

域、計画的避難区域、帰還困難区域、居住制限区域及び避難指示解除準備区域に
指定された者

　　２．風水害等の災害に係る特別措置
　　　⑴	　出願期限の日から前１年以内に発生した風水害等の災害において、災害救助法

が適用されている地域で罹災した志願者で、以下のいずれかに該当する者
　　　　①　学資負担者が所有する自宅家屋が全壊、大規模半壊、半壊又は流失した者
　　　　②　学資負担者が死亡又は行方不明の者
　　　⑵	　本学が指定する風水害等の災害における「災害救助法適用地域」については、

本学ホームページ（入試情報＞学費・奨学金）を御確認ください。
　　	　上記に該当される方は、当該「検定料免除申請書」を本学ホームページ（入試情報

＞学費・奨学金）からダウンロードし、関係書類を添え出願書類に同封して申請して
ください。書類の提出に関する問合せ等は、平日８時３０分から１７時１５分の間に
学務部学生受入課〔電話０２７−２２０−７１４９〕まで連絡してください。URL：
（https://www.gunma-u.ac.jp/）

　　	　また、インターネットでの入力の際は、支払方法選択画面で「検定料免除」を選択
してください。

　⑺　提出が必要な出願書類等
　　　提出封筒を準備して、次に掲げる書類等を提出してください。
　　	　なお、出願書類等に不足等がある場合、出願を受け付けることができませんので、

注意してください。
出願書類等 対象者 摘　　　　　　　　　　要

①出願確認票

志願者全員

　インターネット出願ページの出願登録完了画面からＡ４サイズで印刷して
ください。

②写真票

　インターネット出願ページの出願登録完了画面からＡ４サイズで印刷して
ください。なお、以下の点に留意して提出ください。
【写真】	 	
上半身脱帽正面向きで出願前３ヶ月以内に単身で撮影した写真１枚（縦４cm
×横３cm）を写真貼付欄に貼り付けてください。

③志願理由書 様式４

④	推薦書 様式５
職場の上司・友人・家族などで、年齢満２５歳以上の者が作成したもの。

⑤履歴書	
　職歴等証明書 志願者全員

　市販の履歴書用紙（写真不要）に、学歴・職歴（情報学部志願者は過去５
年間以上、医学部保健学科志願者は、過去３年間以上）及び社会人としての
経験を明記してください。
　また、それらを証明する文書（証明書の様式は指定しません）を添付して
ください。
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出願書類等 対象者 摘　　　　　　　　　　要

⑥	受験承諾書

該当者のみ

　現在大学に在学中の者又は公官庁・会社等に在職中の者は、所属の長の承
諾書（様式は指定しません）を提出してください。

⑦	高等学校等の
　卒業（修了）
　証明書等

　高等学校等の卒業（修了）証明書。高等学校等の卒業（修了）以外の者に
ついては、その資格を証明するもの（高等学校卒業程度認定試験（旧検定を
含む。）合格証明書等）。なお、本学の入学資格審査による認定者は、認定書
の写し。
※	　各証明書の氏名が旧姓の場合は、変更内容を確認できる公的証明書を提
出してください。

　　注意事項
　　１　出願書類の※印欄は、記入しないでください。
　　２　出願書類に不備がある場合は受理しないことがあります。
　　３	　受理された出願書類は、いかなる理由があっても返還しません。また、いかなる

理由があっても変更は認めません。
　　４	　出願書類に虚偽の記載をしたことが判明した場合は、入学許可を取り消すことが

あります。

　⑻　提出が必要な出願書類等の提出先及び提出方法
　　①　提出封筒の準備
　　　　封筒及び必要書類を用意し、提出してください。
　　　ア．	必ず、角形２号封筒（横２４㎝×縦３３．２㎝で	Ａ４サイズの書類を折らずに

入れることができる封筒）を使用してください。
　　　　　長形３号定型封筒（横１２㎝×縦２３．５㎝）は使用できません。

　　　イ．	出願登録完了画面から「封筒貼付用宛名ラベル」を印刷し、アの封筒の表（宛名）
面に貼付してください。　

　　②提出が必要な出願書類等の封入
　　	　６５ページの３．⑺提出が必要な出願書類等を確認し、必要な書類等を封入してく

ださい。
　　③簡易書留速達郵便で送付
　　	　６１ページの３．⑵出願期間および入学検定料納入期間の「出願期間（提出が必要な

出願書類等）の郵送」の郵送期間内に必ず到着するよう、簡易書留速達 郵便で郵送して
ください。

　⑼　問合せ先
　　受験に関する質問等は、下記へ問合せてください。
　　群馬大学学務部学生受入課入学試験係　電話　０２７−２２０−７１５０

角形２号封筒
（Ａ４の書類を折らずにいれることができる封筒）

長形３号定型封筒
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４．受験票について
　	　インターネット出願により登録した内容と、本学に届いた出願書類の内容が確認され、
出願が受理されると、１１月１０日（木）から１１日（金）の間にその旨をメールでお
知らせすると同時に受験票ＰＤＦの印刷が可能になります。再度、インターネット出願
ページにアクセスし、受験票のＰＤＦを白色のＡ４用紙で印刷し、当日必ず持参してく
ださい。本学からの受験票の送付はありません。
　※	　受験票ＰＤＦを印刷したら、受験者氏名等が出願した内容と相違ないか確認してく

ださい。万一記載に誤りがある場合や、１１月１１日（金）を過ぎても印刷できない
場合には、下記まで連絡をしてください。

　　　群馬大学学務部学生受入課入学試験係　電話	０２７−２２０−７１５０
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５．選　抜　方　法
　◎　情報学部
　　	　選考は、小論文・面接・学力テスト（数学及び英語）及び出願書類を総合して判定

します。

　試験等	 ○は課す　×は課さない　
小　論　文 面　　　接 学力テスト 備　　　考

○ 文系型又は理系型のい
ずれかを当日、選択 ○ 個人面接／１５分／

面接員複数 ○ 数学及び英語
数学は「数Ⅰ、数Ⅱ、数Ａ、
数Ｂ」又は「数Ⅰ、数Ⅱ、
数Ⅲ、数Ａ、数Ｂ」のいず
れかから出題

（注）面接時間は状況に応じて変わる場合があります。

　試験等日時

　試験場
試　験　場 所　在　地 試験場までの交通案内

群 馬 大 学
情 報 学 部 前橋市荒牧町４−２ ７７ページ「試験場までの交通案内」参照

　◎　医学部保健学科
　　	　選考は、小論文Ⅰ(英語による出題）・小論文Ⅱ(文系の出題）・小論文Ⅲ(理系の出題）、

面接及び出願書類を総合して判定します。

　試験等	 ○は課す　×は課さない　
小　論　文 面　　　接 備　　　考

○ ○ 個人面接／２０分／面
接員複数

（注）面接時間は状況に応じて変わる場合があります。

時　間
月　日

１１月１９日（土） 小論文 学力
テスト 面　接

受　
付

諸
注
意

諸
注
意

諸
注
意

8:20 9:00
8:40 11:10 13:40

11:2011:00 13:5012:20

（注）　1　受験者の入構開始時刻は8時です。諸注意等があるので試験開始３０分前までには、定められた試験室に入室してください。
　　　 2　遅刻した者は、試験開始後３０分までは受験を認めます。ただし、試験時間は延長しません。
　　　 3　面接の順番により、終了時刻が異なります。
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　試験等日時

　試験場
試　験　場 所　在　地 試験場までの交通案内

群 馬 大 学
医 学 部 前橋市昭和町３−３９−２２ ７８ページ「試験場までの交通案内」参照

時　間
月　日

１１月１８日（金）

１１月１９日（土）
面　　接

面接の詳細については１１月１８日（金）に通知します。

8:40 10:009:30 12:00 13:30 14:30
9:40 13:10

小論文
（Ⅰ･Ⅱ）

小論文
（Ⅲ）

諸
注
意

受　
付

諸
注
意

（注）　1　諸注意等があるので試験開始３０分前までには、定められた試験室に入室してください。
　　　 2　遅刻した者は、試験開始後３０分（面接は集合時刻の３０分後）までは受験を認めます。ただし、試験時間は
　　　　　延長しません。
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6．障害等のある入学志願者との事前相談について

　　本学では障害等のある学生への修学支援を行っています。
　	　帰国生選抜の「６．障害等のある入学志願者との事前相談について」（５３ページ）
を参照してください。

７．合 格 者 の 発 表
　	　選考結果は、２０２２年１２月６日（火）付けで合格者本人（インターネット出願時
に入力した住所あて）に郵便（発表当日の発送）で通知します。併せて、合格者の受験
番号を本学ホームページ（入試情報）に同日の１０時以降から入学手続日まで掲載しま
す。

　　群馬大学ホームページ：https://www.gunma-u.ac.jp/

　　大学構内での掲示等は行いません。
　	　なお、合否についての電話による問合せには、応じません。

８．受　験　心　得

⑴	　受験票を必ず持参し、試験場に入構の際、提示してください。なお、合格後、入学手
続の際にも必要となりますので大切に保管してください。
⑵	　課せられた試験等は､全て受験しなければ失格となります｡
⑶	　試験室では､受験番号と同じ番号の席に着き､受験票を机上の右上隅においてください｡
⑷	　遅刻した者は、試験開始後３０分までは受験を認めます。ただし、試験時間は延長し
ません。
⑸	　試験時間中は、監督者の指示に従ってください。
⑹	　以下のことをすると不正行為となります。不正行為を行った場合は、その場で受験の
中止と退室を指示され、受験資格を失うことになります。
　　また、悪質と判断された場合は、警察に被害届を提出する場合があります。
　　ア	　写真票に本人以外の写真を貼ることや解答用紙に本人以外の氏名・受験番号を記

入した場合
　　イ	　カンニング（試験の教科・科目に関係するメモやコピーなどを見たりすること、

他の受験者の答案等を見ること、他の人から答えを教わることなど。）をすること。
　　ウ	　他の受験者に答えを教えたり、カンニングの手助けをすること。
　　エ	　配付された問題冊子や解答用紙を、その試験時間が終了する前に試験室から持ち

出すこと。
　　オ　「解答はじめ。」の指示の前に、問題冊子を開いたり、解答を始めること。
　　カ	　試験時間中に、携帯電話、スマートフォン、ウェアラブル端末、タブレット端末、

電子辞書、ＩＣレコーダー、イヤホン、音楽プレーヤー等の電子機器類をかばん等
にしまわず、身に付けていたり、使用すること。

　　キ　「解答やめ。」の指示に従わず、解答を続けること。
　　ク　試験場において他の受験者の迷惑となる行為や監督者等の指示に従わないこと。
　　ケ　その他、試験の公平性を損なうおそれのある行為をすること。
⑺	　試験時間中に日常的な生活騒音等（監督者の巡回による足音・監督業務上必要な打ち
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合わせなど、航空機・救急車・自動車・風雨・空調の音など、周囲の受験者の咳・くしゃ
み・鼻をすする音など、携帯電話や時計等の短時間の鳴動、周囲の建物のチャイム音など）
が発生した場合でも救済措置は行いません。
⑻	　試験開始時には必ず解答用紙（下書用紙とも）に本学受験番号及び氏名を記入してく
ださい｡
⑼	　途中退場は認めません｡
⑽　試験終了時には､直ちに答案から手を離し､監督者の指示を待ってください｡
⑾　辞書の使用は認めません。
⑿	　本学受験票のほかに試験時間中、机の上に置けるものは、次のとおりです。これ以外
の所持品を使用又は置いている場合には、解答を一時中断させて、試験終了まで預かる
ことがあります。
　　・	黒鉛筆（ＨＢに限る。）、鉛筆キャップ、シャープペンシル
　　・プラスチック製の消しゴム
　　・鉛筆削り（電動式・大型のもの・ナイフ類は不可。）
　　・	時計（辞書、電卓、端末等の機能があるものや、それらの機能の有無が判別しづら

いもの・秒針音のするもの・キッチンタイマー・大型のものは不可。）
　　・	眼鏡、ハンカチ、目薬、ティッシュペーパー（袋又は箱から中身だけ取り出したもの。）
⒀	　小論文及び学力テストの解答はＨＢの鉛筆（シャープペンシル可）を使用してください｡
⒁	　昼食を必ず持参してください｡
⒂　マスクを必ず持参し、着用してください。
⒃	　このほか場合により受験上の注意事項を試験場に掲示するので､よく見ておいてくだ
さい｡

9．入 学 手 続 等

　	　「合格通知書」とともに同封する「入学手続案内」を参照し、次のとおり入学手続を行っ
てください。
⑴　入学手続期間
　　２０２２年１２月７日(水)から１２月１４日（水）　郵送必着
　　　
⑵　入学手続に必要なもの
　①	　入学料　２８２，０００円
　　（注）ア　入学時に入学料の改定が行われた場合は、改定金額を適用します。
　　　　　イ　入学料の納入方法等は、別途連絡します。
　　　　　ウ　納入した入学料は、いかなる理由があっても返還しません。
　②　本学の受験票
　③　入学手続案内で指示するもの

⑶　入学後に必要な納付金
　①　授業料　	前期分　２６７，９００円　　年額　５３５，８００円
　　（注）ア	　入学時および在学中改定が行われた場合は、改定金額を適用します。
　　　　　イ　授業料の納入方法等は、別途連絡します。
　　　　　ウ	　授業料の納入については、希望により入学料の納入の際に、前期分又は前

期分・後期分を合わせて納入することができます。
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　　　　　エ	　授業料を納入した入学手続完了者が、２０２３年３月３１日（金）までに
入学を辞退した場合は、納入した者の申し出により、所定の手続きの上、納
入した授業料相当額を返還します。

　②	　入学料、授業料の他に、各学部等で次の諸経費があります（納入日等は後日指示さ
れます。なお、金額は予定であり、入学時及び在学中に改定が行われる場合があります）。

　情 報 学 部…  ４９，６６０円〔	内訳	：	後援会費　２０，０００円／同窓会費　２０，０００円／学
生教育研究災害傷害保険料	３，３００円／学研災付帯賠償責任保険
料	１，３６０円／荒牧クラブ・サークル協議会費	５，０００円〕　
※その他テキスト代として、年間２０，０００円程度が必要になり
ます。

　医学部保健学科…  ９４，３７０円〔	内訳	：	後援会費　４０，０００円／同窓会終身会費　４０，０００円
／学生教育研究災害傷害保険料	３，３７０円／学研災付帯賠償責任
保険料	２，０００円／荒牧クラブ・サークル協議会費	５，０００円
／学友会費　４，０００円〕　※その他テキスト代として、年間
７０，０００円程度必要になります。

　※	　医学部学生は患者さん及び本人の感染防止のため、麻疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎・Ｂ型肝
炎・結核等の予防接種・感染症検査を受ける必要があります。なお、検査・ワクチン接種にかかる
費用は自費となります。

⑷　入学料免除・徴収猶予及び授業料免除・徴収猶予
　	　特別な事情により学費の納入が著しく困難であると認められた者（外国人留学生を除
く日本学生支援機構給付型奨学金支給対象者等）に対して、入学料及び授業料を免除す
る制度があります。また、所定の納期までに入学料又は授業料の納入が困難であると認
められた者に対して、入学料又は授業料の徴収を一定期間猶予することがあります。
　	　申請を希望する者は、群馬大学ホームページ（https：//www.gunma-u.ac.jp/）の「入
試情報＞学費・奨学金」を御覧ください。
　　問合せ先　群馬大学学務部学生支援課学生生活係　電話：０２７−２２０−７１４１

⑸　奨学金
　	　経済的理由により修学に困難がある、学業・人物ともに優れた学生に対し、修学を援
助するために日本学生支援機構等による奨学金の貸与・給付制度があります。
　	　希望する者は、群馬大学ホームページ（https://www.gunma-u.ac.jp/）の「入試情
報＞学費・奨学金」を御覧ください。
　　問合せ先　群馬大学学務部学生支援課学生生活係　電話：０２７−２２０−７１４２

１0．一般選抜等への出願について

　	　本選抜において不合格となった者は、本学の他の選抜又は他大学の選抜に出願するこ
とができます。
　	　大学入学共通テストを受験した者で国立大学の一般選抜に出願しようとする者は、各
大学の所定の方法により、「前期日程」から一つ、「後期日程」から一つの、合計二つの
大学・学部に出願できます。（公立大学については、協会ホームページ（https://www.
kodaikyo.org/）参照）
　	　なお、本学の他の選抜へ再度出願する場合でも、一般志願者と全く同様の出願手続（検
定料は１７，０００円）が必要です。
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１１．入　学　準　備

　	　本学では、入学手続を行った者に対し、基礎学力維持のため、２０２３年１月実施の
大学入学共通テストにおいて、入学学部が一般選抜で課している教科・科目を自主的に
受験しておくことを推奨します。

１2．出願書類の記入上の注意

⑴　黒のボールペン又は万年筆を使用してください。
⑵　必要事項は楷書で正確に記入し、該当事項はもれなく○で囲んでください。
　　なお、※印欄は記入しないでください。

１3．2023年度入試情報開示について

　群馬大学では、特別選抜について、次のとおり開示し提供します。
⑴　開示する基本的情報
　　志願者数
　　受験者数
　　合格者数　　　　……２０２３年５月８日（月）以降に、本学のホームページにて掲
　　入学者数　　　　　　載します。
　　入学辞退者数
　　◦	個別学力検査等の試験問題及び解答例、小論文・面接の「評価のポイント」…

２０２３年１０月頃までに、本学のホームページにて掲載します。

⑵　閲覧による開示情報
　　◦入学に関する規則・規程等
　　◦入試実施体制
　　	　開示期間は、２０２３年４月３日（月）から５月２６日（金）までとします。（土・

日曜日、祝休日を除く。）

１４．入学志願者の個人情報保護について
　群馬大学では、提出された出願データ及び出願書類により取得した志願者の個人情報及
び入学試験の実施により取得した受験者の個人情報について、「国立大学法人群馬大学保
有個人情報管理規程」等に基づいて取扱い、次の目的以外には利用しません。
　○	入学者選抜に関する業務（統計処理などの付随する業務を含む。）
　○	入学手続完了者にあっては、入学者データとして入学後の就学指導業務、学生支援業

務及び授業料徴収業務
　○	大学運営上の目的で行われる調査・研究に関する業務（入試の改善や志願動向の調査・

分析、各種統計資料作成業務を含む。）
　なお、当該個人情報を利用した調査・研究結果の発表に際しては個人が特定できないよ
うに処理します。
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　また、本学の上記業務にあたり、一部の業務を個人情報の適切な取扱いに関する契約を
締結した上で、外部の事業者に委託することがあります。

１５．入試過去問題の利用について
⑴	　本学は、「入試過去問題活用宣言」に参加しており、本学の入学者受入方針（アドミッ
ション・ポリシー）を実現するために必要と認める範囲で、「入試過去問題活用宣言」
参加大学の入試過去問題を使用して出題することがあります。
⑵	　入試過去問題を使用して出題する場合は、一部を改変することもあります。また、必
ず使用するとは限りません。
⑶	　入試過去問題を使用して出題した場合は、入試終了後に受験者に分かる形で使用過去
問題を公表します。
⑷	　「入試過去問題活用宣言」の詳細及び参加大学の一覧については、次のＵＲＬにて公
表しております。
　　http://www.nyushikakomon.jp/

１6．プログラムについて（情報学部）

　情報学部情報学科では、人文情報プログラム、社会共創プログラム、データサイエンス
プログラム、計算機科学プログラムからなるプログラム制を採用しています。各学生は、
それぞれの希望に応じて、２年次から配属するプログラムを選択することができます。
　なお、各プログラムの特徴は以下のとおりです。

（人文情報プログラム）
　人文科学的知見を活用して高度情報化社会における課題を探索する能力を修得し、課題
解決のための実践的理念を提供できる能力を養成します。

（社会共創プログラム）
　高度情報化によるシステム（制度）の変化について、社会科学的知見を活用して課題を
発見し、社会的課題の解決および社会目標の達成のためのシステム（制度）の構築や方策
を提案できる能力を養成します。

（データサイエンスプログラム）
　社会全体から集められるビッグデータを、情報システムを利用して収集する方法を設計
し、集まったデータから、目的とする価値に適合した解決策を導く能力を養成します。

（計算機科学プログラム）
　計算機や情報ネットワークをその数理的原理から理解することで、進歩の速い情報技術
をフォローアップできる能力を持ち、人工知能や各種情報システムを研究開発できる能力
を養成します。
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◎　受験の際の宿泊について
　	　群馬大学では、受験の際の宿泊施設等の斡旋は行いません。

◎　試験場までの交通案内
　○　共同教育学部、情報学部
乗車場所 バス行き先案内表示 下車停留所 所 要 時 間 備　　考

JR両毛線
前橋駅北口
２番乗り場

・群馬大学荒牧行
・群馬大学荒牧経由渋川市内循環渋川駅行
・群馬大学荒牧経由渋川駅行
・群馬大学荒牧経由小児医療センター行
・渋川市内循環渋川駅行
・渋川駅行
・小児医療センター行

群馬大学荒牧

前橋自動車教習所前

約２８分

約２５分
徒歩１０分

関越交通
バス

JR上越線
渋川駅前

・群馬大学荒牧経由前橋駅行
・渋川市内循環群馬大学荒牧経由前橋駅行
・前橋駅行
・渋川市内循環前橋駅行

群馬大学荒牧

前橋自動車教習所前

約２８分

約２５分
徒歩１０分

関越交通
バス

　※　試験場への自動車・オートバイ等の乗入れは、禁止します。
　※	　JR群馬総社駅及びJR新前橋駅からは、荒牧キャンパスを経由するバスはありませんので、注意してくだ

さい。
　※ 　公共交通機関の運行状況は必ず最新の情報を確認し、集合時刻までに到着できるよう十分に余裕を持っ

て試験場へお越しください。

国際センター

1号館、2号館、3号館

情報学部（10号館）
共同教育学部

共同教育学部

共同

共同
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　○　医　学　部
乗車場所 バス行き先案内表示 下車停留所 所 要 時 間 備　　考

JR両毛線
前橋駅北口
２番乗り場

・群大病院行
・群大病院経由群馬大学荒牧行
　（南

なん
橘
きつ
団地経由含む）

群大病院 約１５分

関越交通バス
・渋川市内循環渋川駅行
　（群馬大学荒牧経由）
・渋川駅行
　（群馬大学荒牧経由含む）
・小児医療センター行
　（群馬大学荒牧経由含む）

群大病院入口 約１３分
徒歩６分

JR上越線
渋川駅前

・前橋駅行
　（渋川市内循環、群馬大学荒牧経由含む） 群大病院入口 約３０分

徒歩６分 関越交通バス

　※　試験場への自動車・オートバイ等の乗入れは、禁止します。
　※	　JR群馬総社駅及び新前橋駅からは、昭和キャンパスを経由するバスはありませんので、注意してください。
　※ 　公共交通機関の運行状況は必ず最新の情報を確認し、集合時刻までに到着できるよう十分に余裕を持っ

て試験場へお越しください。

前橋駅 

中央前橋駅 

上毛電鉄 
西桐生 

桐生 

新前橋駅 

前橋インター 

関
越
自
動
車
道 

Ｊ
Ｒ
上
越
線 

利
根
川 

↑
渋
川 

↑
渋
川 

国
道
17
号 

グリーンドーム 
前橋 

県立 
敷島公園 

群馬大橋 

←
高

崎
 

←
高

崎
 

中央大橋 

群馬大学 
　医学部 

群馬大学 
荒牧キャンパス 

大渡橋 

県庁 

JR両毛線 
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　○　理 工 学 部
　JR両毛線桐生駅下車、北方へ２．５Km
　東武桐生線新桐生駅下車、北方へ４．１Km

乗車場所 バス行き先案内表示 下車停留所 所要時間
JR両毛線桐生駅北口
おりひめバス「桐生駅北口」 旧女子高前行

二渡神社前行
梅田ふるさとセンター前行

「群馬大学桐生正門前」
約７分

JR両毛線桐生駅北口から徒歩約１０分
おりひめバス「本町五丁目・シルクル前」 約４分

東武桐生線新桐生駅
おりひめバス「新桐生駅」

旧女子高前行 「群馬大学桐生正門前」 約２０分

　※	　試験場への自動車・オートバイ等の乗入れは、禁止します。
　※ 　公共交通機関の運行状況は必ず最新の情報を確認し、集合時刻までに到着できるよう十分に余裕を持っ

て試験場へお越しください。
　※	　理工学部は、２０１３年４月に工学部を改組して設置された学部ですが、施設の名称が「工学部」となっ

ている場合がありますので、御留意ください。

上毛電鉄

至 日光

至 小山駅

至 小山

至 小俣

運動場

至 赤城駅

両毛線

新桐生駅新桐生駅

桐生駅

錦桜橋

中通り大橋中通り大橋

渡良瀬川渡良瀬川

西桐生駅

天満宮

桐生川

啓真寮

国際交流会館

桐生キャンパス

桐生が岡公園

赤岩橋赤岩橋

122

岩宿駅

東
武
鉄
道

本町５丁目

広沢町１丁目
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◎　ノート型パソコンの準備のお願いについて
　本学では、２０２１年度から、ＩＣＴを活用し、授業、ｅラーニング、自宅学修、教員
との意見交換のため、新入生全員にノート型パソコンの準備をお願いしています。
　ノート型パソコンは、授業において使用するほか、講義レポートの作成・提出、本学の
教務システムによる修学上必要となる授業の履修登録や自己の学修の振り返りなど、在学
中の様々な用途で幅広く活用することとなります。
　また、現代社会を生きるために必要とされる一般的かつ基礎的な情報リテラシーを身に
つけるための「データ・サイエンス」（学部１年生全員が必修の教養教育科目）の授業受
講においても、ノート型パソコンを使用することになります。
　なお、本学では、２０２２年度現在、新型コロナウイルス感染症の対応のため、対面授
業とパソコン等を使用したオンライン授業を併用して実施しています。
　
　つきましては、ご入学に際して保護者等の方々の経済的な負担は相当なものと思います
が、趣旨をご理解いただき、ノート型パソコンをご準備いただきますようお願いします。
　なお、ご準備いただくパソコンの性能等の情報は、合格通知又は入学手続の際に、改めて、
お知らせいたします。
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昭和
平成

群馬大学帰国生選抜志願者身上記録書
志望
学部 学部

フ リ ガ ナ

志 願 者 氏 名

生 年 月 日 　　　　年　　　　　月　　　　　日生

〒　　　－　　　　　電話　　　　　-　　　　　-　　　　　　　　　　　方

性別 男　・　女

現 住 所

初等教育
（小学校）

フ　リ　ガ　ナ
学　　校　　名

そ の 他 資格取得年月 平成　　　  年  　　月

□　国際バカロレア資格取得
□　アビトゥア資格取得
□　フランスのバカロレア取得
□　ジェネラル・サーティフィケート・
　　オブ・エデュケーション・アドバンスト・
　　レベル資格取得（GCE  A レベル資格）

入学＿卒業（修了）
年月　等年月

特　記
事　項

当該校の当該国
の教育制度に基
づく修業年数

高等学校卒業後の

履　　　　　歴

卒業後３か月以上経過している者のみが、年月順に、詳しく記入してください。

年　　　月～　　　年　　　月

年　　　月～　　　年　　　月

年　　　月～　　　年　　　月

学　校
教育歴
在籍した学
校の全てを
記入してく
ださい

「飛び級」
や「繰り上
げ卒業」等
の事実があ
れば特記し
てください

中等教育
中 学 校
高等学校

⎧
―
⎩

⎧
―
⎩

⎫
―
⎭

⎫
―
⎭

学校の所在地
国内…県・市名
国外…国・州名

様式  １両面印刷



趣味・スポーツ
特 殊 技 能 等

性格（長所・短所）
行動について

受験番号

外国語の種類 学習開
始年月 － 修了

年月 学 習 機 関（又は場所）

※

外国語の学習歴
日本の小・中・高
校に在学して学習
した者は除きます

渡 航 理 由

詳しく記入して
ください

本 学 部 へ の
志 望 動 機
詳しく記入して
ください

本 学 部 で
学びたいこと
詳しく記入して
ください

※印欄は記入しないでください。



様式　２

作品制作証明書（作品写真）

群馬大学共同教育学部美術専攻志願者用 （この様式は、必要枚数をコピーして使用してください）

大きさ 素　材

題　名

作品写真貼付欄

制作者氏名（フリガナ）

本人記入

提出作品番号（　　　　　）

制作年 平成　　　　年　　　　月

入選等

※
受　　験　　番　　号

両面印刷



作品制作証明書（制作証明）

　　　この証明書の記載事項に誤りがないことを証明します。

　　　平成　　　年　　　月　　　日

　学 校 名

　所 在 地

　記載責任者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

記入上の注意
①本書と美術活動調査書（様式３）を角形３号封筒に同封し厳封してください。
②記載責任者になれる者は、志願者が在籍する出身学校で美術又は工芸の授業を担当している者。
③作品１点につき制作証明書を１枚作成してください。
　作品は５点以内。写真貼付欄右上の「提出作品番号」欄に通し番号を記入してください。
　制作証明書は必要枚数をコピーして使用してください。
④「大きさ」は、高さ（Ｈ）×幅（Ｗ）×奥行き（Ｄ）の順で記載し、単位はｃｍで統一してください。
⑤入選歴がある場合は、正式な展覧会名とともに入選年を記載し、入選を示す資料を添付してください。
　受賞歴がある場合は、正式な賞の名称を記載し、入賞を示す資料を添付してください。
⑥Ｗｅｂコンテンツ作品の場合は、出力した上、ＵＲＬ等も記載してください。
⑦映像作品は、ＭＰＥＧ２フォーマットで作成し、ＤＶＤ‐Ｒ又はＣＤ‐Ｒに保存して提出してください。
　作品写真欄には主要なシーンのキャプチャ画像をプリントアウトしたものを貼り付けてください。
　提出メディアには必ず、氏名、題名を記載してください。
　映像画像の「大きさ」は、画像の長さを「分」で記載してください。
⑧デジタル作品の素材は、使用したアプリケーションを記載してください。
⑨※印欄は記入しないでください。

特記事項

記載責任者記入



様式　３

※
受　　験　　番　　号

氏名（フリガナ）

提出作品番号

１

２

３

４

５

記入上の注意
　　①本書と作品制作証明書（様式２）を角形３号封筒に同封し厳封してください。
　　②※印欄は記入しないでください。

学　　校　　名

所　　在　　地

校　　長　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職印

この調査書並びに作品制作証明書の記載事項に誤りがないことを証明します。

平成　　　　　年　　　 月　　　 日

題　　　　　　　　　　　　　名

　　　　　　　　　　　
　平成　　  年　　月　　日  生

　　　　　　　　　　

国立
公立
私立

生　　年　　月　　日 出　　身　　学　　校

美術活動調査書
群馬大学共同教育学部美術専攻志願者用



［空白ページ］



受験番号 ※

志望
学部

志 願 者 氏 名

志願の動機（卒業後の希望・進路を含みます。）

男・女

フ リ ガ ナ

学部

※印欄は記入しないでください。

群馬大学社会人選抜志願理由書

様式  ４



［空白ページ］



平成 年 月 日

群 馬 大 学 長 殿

記

※受験番号

氏　　　　　名
本人との関係
勤務先又は在籍学校名称

現住所（〒　　　－　　　　）

㊞

電話　　　－　　　－

電話　　　－　　　－

（年令　　歳）

志願者氏名
推薦の理由

※印欄は記入しないでください。

群馬大学　　　　　　学部社会人選抜推薦書

　下記の者を、貴大学　　　　　　　学部社会人選抜入学志願者とし
て責任をもって推薦いたします。

様式  ５



［空白ページ］



［空白ページ］



周囲は群馬県の象徴である名勝赤城、榛名、妙義の
上毛三山を浮き彫りさせて大学を囲み、群馬大学の
象徴としています。

入　試　情　報
■群馬大学ホームページ　　https://www.gunma-u.ac.jp/
　「入試情報」において、以下の情報等をお知らせしています。
　○　学生募集要項
　○　進学相談会・オープンキャンパス等各種イベント案内
　○　入試実施状況、入試統計資料
　○　入学時の経費（入学料・授業料等）、奨学金情報
　○　過去の入試問題
　○　資料請求方法

https://page.line.me/gunma_univ_pr

LINEとTwitterから大学情報をお知らせしています。

https://twitter.com/gunma_uni_ad

入学試験に関する問合せ先
　受付時間　８時30分から１2時、１3時から１７時１５分（土・日曜日、祝休日、年末年始を除く）
　本学は主体的に学ぶ姿勢を持つ学生を求めています。問合せは、原則として志願者本人
が行ってください。

■本要項及び入学試験全般に関するお問合せ
　学務部学生受入課
　　電話  027-220-7150、7151、7152／FAX  027-220-7155　
　　〒371-8510  前橋市荒牧町4-2

■各学部入試担当係
　○共同教育学部（免許状更新講習・入学試験係）
　　電話  027-220-7225　〒371-8510  前橋市荒牧町4-2
　○情報学部（教務係）
　　電話  027-220-7404　〒371-8510  前橋市荒牧町4-2
　○医学部（昭和地区事務部学務課入学試験係）
　　電話（医 学 科）027-220-8910　〒371-8511  前橋市昭和町3-39-22　　　　（保健学科）027-220-8909
　○理工学部（入試・大学院係）
　　電話  0277-30-1037　〒376-8515  桐生市天神町1-5-1

｝


